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第一章 聖女として召喚されたからには








　湯上がりでほんのりと上気した肌は、純白のベビードールに包まれていた。

　胸元と裾の部分に繊細な花柄のレースが施され、編み込みのリボンで前開きできる生地はほとんど肌の色が透けている。

　揃いで身に着けたショーツにも同様のレースとフリルがついていて、腰のところは細いリボンで結ばれていた。いわゆる紐パンというやつだ。

「ちょっとセクシーすぎるかな？」

　胸にかかるレースには裏地がないので、柄の隙間から桃色の膨らみが見え隠れしている。普段しっかりと見えないようにしている部分なので、慣れるまで時間がかかるかもしれない。

「でも注文画面で見た通りシルエットもかわいいし、さらっと着られていい感じ。迷ったけど色違いも頼んでおいてよかった」

　淡く染まった頬を緩めて、羽生はにゅう桃もも音ねは足元の箱の中にある黒の下着に目を落とした。こちらはきっと今試着しているものとは真逆で、小悪魔っぽい姿になるだろうと想像できる。

「だけど、こんなに気合を入れても見せる相手がいないんじゃ……」

　桃音はワンルームマンションの自室にあるスタンドミラーの前でため息をついた。

「どうして私って、肝心な時になると決められないかなぁ？」

　モデルのように完璧な体型ではないが、胸もそれなりにある方でウエストのくびれもゆるやかにある。自分では顔立ちに自信はないが、周りからはかわいらしく愛嬌があると言われてきた。

　細かいことは気にしない性格で、前向きな所が長所だと自負している。ところが、それが恋愛となるとなぜだか雲行きが怪しくなる。

　今まで何度か男性に告白されて付き合いを了承したものの、いざ二人きりになると急に消極的になってしまい、決断を先延ばしにするうちに、男性の方から「つまらない女」とか「実は他に好きなやつがいるんじゃないの？」と、怒られたり呆れられたりして、キスの一つもないまま毎回ふられてしまうのだった。

　今回も甘い展開を期待して大胆な下着を注文したはいいが、デート中にはっきりしない態度を取ったばかりに相手の気持ちが冷めてしまい、「優柔不断な女」とレッテルを貼られ関係が終わったばかりだ。

「私に恋愛は向いてないのかも……」

　今の時代、独身を貫くことは珍しいことではない。一人の方が好きなことに時間を割けるし、気楽でいいと言う人もいる。

　それでも桃音は、恋人がいる生活への憧れを捨てられずにいた。両親が大恋愛の末に結ばれたというエピソードを何度も聞かされ、実家にいた時には毎日のように仲のよい二人を見てきたから。

　自分もいずれは誰かと心を通わせて、一生を添い遂げたいという願望があった。

「まだまだこれからよ。これだって自分がかわいいと思って買ったんだから。別に、カレシのために買ったわけじゃないの」

　──うまくいかない時があっても、チャンスの神様はどこかで見ていてくれている。

　それは家訓のように子供の頃から聞かされてきた言葉だ。

　だから、次こそ失敗しないように頑張ろう。

「年上で包容力があって、落ち着いていて、積極的にリードしてくれるようなイケメンが……って、そんな完璧な人なんていないわよね」

　苦笑しながら鏡の中の自分を見つめる。

「そもそも処女で純白の下着って直球すぎる？　それとも逆に重い？　かといって、いきなり黒も狙いすぎて引かれるかな……ってもう、これが優柔不断っていうんでしょうが」

　立ち直ったかと思えば、がっくりと肩を落とした時、突然足元が明るくなった。

　驚いて目を見開こうとしたが、あまりの光の強さに一瞬で目を開けていられなくなる。

「何？　なんなの、この光は……!?」

　下着が入っていた袋に部屋の明かりが反射──だけでこれほど眩しくなるはずがない。携帯電話のライトが勝手についたのだろうか。だが、光は床からサーチライトのように桃音を照らし上げていた。かろうじて目を眇めて天井を見上げた瞬間、がくりと視界が揺れた。

「え──」

　息を呑むのと、体が宙に落下していく感覚に包まれるのは同時だった。見慣れた天井が目の前から遠ざかっていく。

　体を支えるものは何もない。じたばたとあがいても、手足はむなしく宙をかくだけ。周囲はどこまでも真っ白で距離感が掴めない。ただ体が落ちていく恐怖しかなかった。

「いやっ、どうなってるの!?」

　いったい何がどうなっているのだろうか。もしかしたら、のぼせて気を失う途中の幻なのかもしれない。でなければ、部屋の床にぽっかりと穴が空いて落ちるという現象は、物理的にありえない。

　桃音の部屋は三階にあった。万が一そうなったとしても、下の階に着地するだけだろう。

　やがて落下しているのか浮いているのか、わからなくなってきた。周囲が真っ白で気づかなかったが、なぜか自分の体が光をまとっているように見える。

「あったかい……？」

　だんだん瞼が開けられなくなってきて、桃音の意識も薄れていった。

　ふと気がついた時には、すでに床にうつぶせに倒れていた。

（やっぱり私、のぼせて失神しちゃったの？）

　倒れてからどれくらいの時間が経ったのかわからない。ゆっくりと目を開けると辺りが暗いようだ。部屋の電気は誰が消したのだろうか。

　もしかして元恋人が部屋を訪問して──いやそれはない。合鍵を渡したことはない。

　それに部屋には絨毯を敷いているはずなのに、なぜか床がやけに冷たく、湯上がり気分はどこかにいってしまっていた。

「おお！　聖女様の召喚に成功したようじゃ！」

「ついにやりましたな！」

「清純な身に、気高い白雪の衣を身に着け、その光をもって闇を消し去る……まさに伝承通りのお姿。まちがいない、この方がゼルトザーム国を未来に導くお方である！」

　突然、頭上からいくつかの老齢な声が降ってきて、桃音は慌てて上半身を起こした。

「えっ……!?　だ、誰？」

　桃音は周囲を見回して唖然とした。

　足首まで隠れる長いローブのような白い衣装に身を包んだ老人が七人、彼女を取り囲むようにして杖を床について笑みを浮かべたり、安堵の表情を浮かべたりしている。

　彼らの背後にある鮮やかなステンドグラスから零れる光が床に届き、壁際に焚かれた燭台の炎と相まって、厳かで幻想的な空間を作り上げていた。まるでどこかの教会のようだが、長椅子などはなく、桃音が座り込んでいるのは室内中央の辺りだ。

「聖女様、よくぞ我らゼルトザーム国の七賢人の呼びかけに応えてくださいました。心より感謝申し上げますぞ」

　一人の白髪の老人が突然片膝をついて胸元に手を当てると、他の六人も彼にならって膝を折った。なぜか涙を流している者もいる。

「ゼ、ゼルトザーム？」

　桃音は翻ったベビードールの裾を精一杯伸ばしながら胸元を手で隠し、彼の言葉にあった単語を紡いだ。

　まったく聞いたことのない名前だったが、最近独立した国家なのだろうか。桃音がニュースを見逃していただけで、世界では何か変化が起こっていた？

「はい。ここゼルトザーム国では、遥か昔より魔族と戦ってまいりました。その邪悪な者たちを総べるのが、魔王アデルバートでございます」

「アデルバート……」

　話を聞きながら、桃音の目が点になり、首がゆっくり横に傾いていく。生まれつき癖のない柔らかなブラウンの髪が、背中で揺れた。

　魔族や魔王など現実では聞き慣れない単語に、どうしても理解力が追いつかない。

「その性は残忍で冷酷、人間に対する情けなど皆無。この国を支配し、魔族のものにしようとしている史上最悪な存在と言い伝えられております」

　桃音の困惑を置いてけぼりに、老人の話は続く。

「百年ほど前、先代の聖女様が勇者様と共に、魔王を追い詰めることに成功いたしました。奴は牙城のある古代の森に逃げ込み、結界を張って長き眠りについた様子。倒したも同然と当時は歓喜に沸いたようなのですが、近頃になって森の近辺から魔の気配がするようになってきたのです。これはおそらく魔王復活の兆し。そう考えた我らは新たに異世界より聖女様を召喚し、奴が目覚める前に倒していただこうと決断したのです！」

　頭髪と同じ色の顎ひげをたっぷりとはやした老人は、大真面目な顔で力説している。

（どうしよう、何を言っているのかわからない）

　言葉は通じているが、桃音の部屋からどうやってここまで連れてこられたのか、皆目見当がつかない。話の内容も荒唐無稽だ。

「人違いじゃないですか？　私、ただの会社員ですし……」

　桃音は困ったように眉を八の字に曲げた。

「我々が聖女様以外を召喚するはずがないのです。時間がありません、さあ、今から魔王のところへ転送いたします」

　老人はそう言って立ち上がると、他の者たちに目配せする。同じように全員が立ち上がり、床に杖を軽く打ちつけた。

「ま、待って、転送するって？　明日も仕事があるし、早く自分の部屋に帰りたいんですけど……」

「魔王アデルバートを倒していただければ、再び元の世界にお送りいたしましょう。この転送魔法は膨大な魔力を消費するゆえ、使える人間の才覚と一生のうちに仕える回数に限りがあります。この機を無駄にしたくないので！」

「魔王を倒せば、帰してくれるんですね。でも、どうやって？」

「聖女様には光の加護がありますから、ご心配には及びません。難しく考えずとも聖なる力を使いこなせるでしょう。万が一倒せなくとも、聖剣を持つ勇者様が今ゼルトザームをより豊かにするため、隣国との戦いに臨んでいる最中ですので、彼らが戻るまで魔王の足止めをしていただけるだけでも」

　老人はぐっと握り拳を作って小鼻を膨らませた。

（だけでも、じゃないから！）

　桃音は呆れた。なんとも簡単に言ってくれるものだ。

（いやいや、何を信じちゃってるの。魔王とか勇者様とか、ゲームの話じゃないんだから）

　桃音はぶるぶると首を横に振った。

　彼らの戯れに付き合っている暇はない。桃音の職場はビルメンテナンス業の一般事務で、激務ではないが、いきなり何の連絡もなしに休んだら迷惑がかかってしまう。

「それなら最初から、勇者様とやらを転送させればいいんじゃないですか？」

「現在、古代の森は魔王の張った結界に覆われております。そこを通り抜けられるのは光の加護を受けた者のみ。つまり貴女様しかおられないのです。どうか、この国をお救いください」

　老人たちは揃って深々と頭を垂れる。

「私より警察とか自衛隊を呼んだ方が……」

　桃音の提案は突如現れた光の壁に遮られた。

「勇者様一行には報せを飛ばしてあります。すぐに戻られるでしょう。どうか我らの悲願を成し遂げてくださいませ」

　老人たちはいっせいに杖を強く床に打ちつけた。

「ちょっと！　何勝手に話進めて──」

　光の輪から飛び出そうと立ち上がろうとした時、がくっと体勢が崩れた。再び足元に穴が空いたのだ。何かに掴まる間もないまま再び体は穴の中に落下した。

「きゃあっ！」

　今度は周囲を見回してもどこまでも真っ暗で、子供の頃にかくれんぼで物置に閉じ込められた時の記憶が脳裏によみがえって鳥肌が立った。

　まるでおばけに別の世界に連れていかれそうな気がして、声が枯れるまで叫んだ記憶がある。

「いやっ！　たすけ──」

　悲鳴を上げようとした桃音は、自分以外の気配を感じてハッと目を開けた。体はもう落下も浮遊もしていない。先ほどと同じように横たわっている。だが、そこは冷たい床の上ではなく、温かくてやや安定性に欠けていた。

　まだ胸の鼓動は速いままだが、周囲にほのかに明かりがあるおかげで、息が止まるような恐怖からは解放された。

「ここはどこ……？」

　どこか室内のようである。壁に備えつけられた燭台の明かりだけが頼りだ。少しずつ薄暗い環境に目が慣れてくると、目の前のものをはっきりと視界に捉えることができた。

「だ、誰、この人……？」

　自分が乗っているのは、仰向けに横たわっている誰かの体の上だった。しかも相手は何も身に着けていない。桃音のしっとりとした肌と相手の肌がぴったりと触れ合っているので、まちがいはない。

　ばくばくと激しく鳴る鼓動を悟られないように慎重に起き上がり、悲鳴が漏れないよう両手で口を覆う。

　桃音の眼下には、一人の青年が目を閉じて仰向けに寝ていた。すらりと細身の体躯は瘦せぎすではなく、引き締まって腹部などしっかりと割れている。濡れたような艶やかな黒髪は肩よりも長く、軽く波打っているように見えた。

　瞼は閉じているが、形のいい眉から流れるように高い鼻梁、薄く引いた唇のどれもが黄金比で計ったらぴったりなのではないかと思うほど整っていた。

　だが、それよりも気になるのが、左右の耳の上あたりに見える黒っぽい物体だった。形としては山羊か羊の角に近いのだが、それがどう見ても青年の頭から生えているとしか思えない。

（コスプレかな？）

　しかし裸で眠りながらコスプレというのもおかしい。改めて周囲を見渡してみるが、内装や調度品がはっきりと見えない。どうやら、ベッドの四隅にある支柱にかかっている薄墨色の紗幕のためらしい。

　まるで中世ヨーロッパの貴族の部屋みたいだと思ってから、ハッとする。そういえば桃音を「聖女様」と呼んでいた老人が、「魔王」のところに転送すると言っていなかっただろうか。

「まさか……」

　頭のへんてこな角以外はどう見ても人間にしか見えないが、ひょっとしてこの青年が魔王だというのだろうか。

（え、えっと、聖なる力を使って倒す、だっけ？）

　難しく考えなくても力を使いこなせると教えられたが、青年に向かって静かに掌をかざしてみても何も起こらない。

（なんの恨みもありませんが、元の世界に帰るためには仕方ないんです。成仏してください！）

　今度は目をつぶって掌に力を込めてみるが、悲鳴の一つも聞こえてこない。そろそろと目を開くと先ほど同様、青年は眠ったままだ。胸が上下しているので生きているのもわかる。

（ほら。やっぱり私にそんな力なんてない。半分信じちゃって恥ずかしいな）

　子供の頃は空を飛べるかもとほうきに跨ってみたこともあったが、現実には魔法なんて存在するわけがないのだ。

　困り果てて首をかしげると、体の下の方で何かがもぞもぞと動く気配がし、ショーツ越しに秘部を触られた気がして、思わず「ひぁっ！」と変な声を出して飛び上がってしまった。

　顔を真っ赤にして青年の脇に転げ落ちるように体をずらすと、長いため息のようなものがその場の空気を震わせた。

「俺の眠りを妨げる者は誰だ……？」

　低音の艶気を含んだ声が桃音の胸に響く。青年がゆっくりと目を開けると、長い睫毛が頬に濃い影を落とした。

「あ、あの……すみません。悪気はなかったんです。お邪魔して本当に申し訳ないです。もう帰りますから、どうぞごゆっくり二度寝なさってください……」

　美しいかんばせに見惚れてしまってから、我に返った桃音は体を捻ってベッドから降りようとする。だがその腕を背後からがっちりと掴まれた。

「きゃっ」

　寿命が縮まる思いで身をすくませながら振り返れば、青年が上半身を起こして桃音の方を向いている。

「待て。その気配──聖女だな？」

　彫像のような完璧な容姿で凄まれ、魔法にかかったように体が動かなくなってしまった。

　こわくて逃げ出したいという気持ちとずっと見つめていたい気持ちがせめぎ合って、桃音は黙って俯く。が、視線の先に堂々と屹立する彼の分身がばっちりと確認できてしまって、一瞬で顔を上げた。

（さっき当たってたのって、コレだよね。こんなに大きくなるんだ、男の人って……）

　ショーツ越しに感じた熱を思い出して、桃音は頭の先から湯気が出そうになった。

「いや、聖女にはちがいないが、俺を追い詰めた女とは別人、か……」

　彼の手が緩んだので慌ててひっこめるが、ベッドから降りられてもここから無事に逃げる自信がない。青年の意識が桃音から逸れる隙を窺うしかない。

「そうです。わ、私は羽生桃音といいます。聖女とか、魔王とか言われてもピンときませんよね。こんなファンタジーな夢、起きて覚えてたら小説投稿サイトに載せちゃおうかな、なんて」

　はは、と軽く笑ってみたものの、青年の表情が変わることはなかった。

「俺の名はアデルバート・ルスキニア・アエテルニタス。この世の魔族を総べる王だ。長き眠りにより魔力を回復させてきたが、あと少しというところでお前に邪魔をされた」

「だから……その、もう一度眠ればいいじゃないですか。私、出ていきますから」

「一度目覚めてしまったらもう回復効果がない。それを見越して俺の寝込みを襲いにきたのだろう、聖女よ」

　アデルバートが顔にかかった長い前髪をかき上げるが、百点満点の札を掲げたいほど色気がだだ洩れで、息を呑んで魅入ってしまった。

「あ、そうだ。私、帰らないと。無断欠勤したら無責任なやつだって怒られちゃう」

　ハッとした桃音は白々しく目を逸らし、じりじりと体を後退させる。

（見惚れてる場合じゃなかったわ。刺激しないように、そうっと……）

　テレビで見る芸能人や海外のセレブでも、ここまで恵まれた容姿の人物がいるかどうか、少なくとも桃音の知る限りではいない。だが対処方法はまるで野生動物へのそれだ。この魔王に通用するかどうかはわからないが。

　ところがアデルバートの腕がさっと伸びてきて桃音の体を軽々と引き寄せたかと思うと、次の瞬間には彼に囚われてしまった。

「ひゃっ……」

「無責任、か。ではまず俺を起こした責任をとれ」

　仰向けの桃音の体の上から彼女を見下ろしているアデルバートが、初めて唇に笑みを浮かべた。完全にベッドに組み敷かれた状態では逃げ場がない。

　──その性は残忍で冷酷、人間に対する情けなど皆無。

　老人の言葉が脳裏によみがえる。

（こんなわけのわからない所で死んじゃうなんていや……！）

　顔から血の気が引いて、指先も冷たくなっていくような気がした。

「私、何も知らないんです。たぶん人違いですよ」

　涙目でゆるゆると首を振ると、長い髪がシーツの上で微かな音を立てた。

「……百年近くが経過しても、相変わらず人間たちは自分よがりな生き物のようだな」

　そう口にしたアデルバートの表情には憐憫の色が混じっていた。その美貌がゆっくりと下りてくる。

（これってつまり、体で払え、とかいうやつ？　恋人でもない、初めて会ったばかりの人とセックスするってこと？　そんなの無理！　でも──）

　絶望の淵に追いやられた桃音の頭の中は、大混乱だった。

　──これは犯罪なのでは？　警察を呼ぶべき！

　──処女を捨てるいい機会なのかも。

　──素性のよくわからない相手と寝るなんてどう考えてもおかしい。

　──彼を起こした自分が悪いのだから責任をとらないと。

　さまざまな意見が脳内を飛び交うが、その思考は一瞬にして停止した。

「ん……っ」

　唇に温かく柔らかいものが触れたからだ。

　目の前には神すらひれ伏しそうな尊顔。ガーネットのような深紅の瞳と視線がかち合って、桃音は慌てて目を閉じた。

　重なった唇がちゅっと音を立てて吸い上げられ、途端に肌が粟立った。心臓が痛いほど高鳴っている。

（キス……しちゃった）

　今まで大事に取っておいたファーストキスが、会ったばかりのよく知らない青年にあっさりと奪われてしまった。ショックというより、いきなりすぎて感情がついてこない。

「そう固くなるな。悪いようにはしない」

　アデルバートの艶めいた吐息が間近で感じられ、再び唇が塞がれる。今度は先ほどよりも長く、繰り返し角度を変えて啄むように口づけられた。もっと乱暴にされるのかと思っていたので、どうしたらいいのか戸惑ってしまう。

　いざとなったら彼の体を押しのけて逃げようとしている両手が、ぎゅっとシーツを掴んだままだった。

　重なる口づけが熱を帯び、きつく吸われたかと思うと、桃音の閉じた唇のあわいを舌先でなぞられる。

「ふ、んん……っ」

　驚いて顔を逸らそうとしたが、アデルバートの手が桃音の頭の下に滑り込んできて、ぐっと引き寄せられた。

　──逃げられない。

　慌てて両手を彼の胸に当てて押し返そうとするが、逞しい胸筋に触れるだけでびくともしなかった。

「んっ、ふぁ──」

　熱く濡れた舌が桃音の呼吸を奪い、こらえきれずに開いた口の中に、新鮮な空気と共にアデルバートの舌が滑り込んできた。

　しなやかで力強いそれは、口腔内を味わうように入念に粘膜を貪ってくる。

（初めてなのに、こんなキス……）

　どうしたらいいかわからず呼吸で精いっぱいの桃音の舌が、アデルバートの舌先に絡め取られ、何度も擦り合わされた。

「はっ──や……ぁっ」

　水音を立てて舌の根をきつく吸い上げられ、下腹部の辺りに未知の感覚が沸き起こる。ぬるりと舌が離れても桃音の体には力が入らず、頼りなく薄く開いたままの唇をこじ開けられて、再び深く口づけられた。

「ん……ふぁ……」

　腰の辺りから今まで感じたことのない痺れがぞくぞくと立ち上ってきて、押し返すはずの両手はいつのまにか彼にしがみつくような形になっていた。

　息が苦しくなって顔を背けようとしても、一瞬呼吸ができたかと思えばすぐに彼の唇が迫ってきて、奥まで隈なく責め立てられる。

　そんなに繰り返しキスをして飽きないのだろうかと最初は呆れたが、だんだんアデルバートの巧みな舌遣いに、頭の芯がじんと痺れてきて何も考えられなくなってしまい、与えられる口づけに溺れてもいいとさえ思えてきた。

「っあ……ん……」

　時間を忘れ、思考が水あめのようにとろりと溶けるまで唇を貪られていると、ふいにキスが途切れ、胸元からびりっと衣を裂く音が聞こえた。それから、はらりと肌を滑る布の感覚。

「ふぇ……？」

　夢見心地の瞼をこじ開けた桃音の視界に飛び込んできたのは、遮るものが何もなくなった自分の乳房だった。

「ま、待って……やっぱり私──」

　二十四年生きてきて、やっと初めてのキスをし、それだけでも大きな一歩だというのに、さらにその先へ進むのはまだ早い気がする。

「待たない。お前がいやがっていないことは、その体から滲み出ている魔力の気配でわかるからな」

「て、適当なこと──」

　キスでいい雰囲気になってしまったことは否定できないが、素直に認めたくもなかった。

（私、好きでもない人と寝たりなんかしないんだから！）

　心の中で宣言しても、アデルバートには伝わらなかったらしく、彼は遠慮なしに桃音の胸をむにむにと揉んだ。

「やだっ……触らないで……」

　身をよじったり、両手をばたばたさせてみたり、できる限りの抵抗を試みたが、再び口づけで動きを封じられ、くぐもった声が唇の間から漏れるだけだった。

　大きな掌で胸を捏ねられ、指先で乳嘴の根元を撫でさすられると、キスの時よりもはっきりとした痺れが全身を巡る。

「んっ……んゃ……っ」

　きゅっと先端を摘ままれ、扱くように擦られる。途端に下腹部が熱く疼いて、何かが秘所から蕩け出した。

　アデルバートは左右交互に乳嘴を摘まんだり、胸全体を転がすように撫で回したり、優しく揺らしたかと思えば乳嘴をかりかりと指先で鋭敏に刺激してくる。

「あっ……だめ……んぁ……」

　熱い舌が耳朶を食み、ぴちゃぴちゃと淫らな音を立てて隅々まで舐められ、きゅんと下腹部の奥が強くなる。

「さきほどよりも感じているな」

　耳元で薄く笑われ、その吐息にさえ下腹部の最奥がみだりがましく戦慄いた。

「嘘……」

　濡れた唇を噛んで顔を逸らすと、白い肌の上を彼の黒髪が滑って胸元をくすぐった──と思ったら、ちゅっと乳嘴に吸いつかれた。

「ひぁっ。やめ……あっ、やぁ……」

　口に含んだまま、舌で舐め転がされ、思わず腰が揺れ動く。ひくひくと秘部の間が震えて、温かいものが零れて肌を濡らした。

「お願い──私、その、こういうの初めてで……っ」

　互いのことを何も知らないまま、体の関係を持つのはよくない。だからこの辺りで許してほしい。恥ずかしさと不安で瞳が潤む。

「初めてにしてはいい反応だ」

　にっと笑ったアデルバートは悪魔のように美しく──魔王なのだから当たり前なのかもしれないが、その溢れる色気で桃音を惑わすのだから、ずるいとしか言いようがない。

「そんな──あ、ひあぁっ！」

　薔薇の蕾のようにつんと尖った乳嘴にアデルバートが甘く歯を立て、ぴりっとした痛みに眉を寄せる。しかし次にはちゅうっと吸い上げられ、唇が離れた途端にぷるんと頂が揺れた。

「やぁ……あぁ、んぁっ……はぁ……っ」

　今度は反対側の乳嘴を吸われ、濡れている反対側は指で弄られる。優しくしたりきつくしたり、異なるリズムに翻弄され、桃音の口からは甘ったるい声が零れるようになってきた。

「いい声で啼く。もっと聞かせろ」

　アデルバートの声色は機嫌がよさそうだ。濡れた唇の間から舌を覗かせ、桃音の乳嘴をちろちろと優しく舐め上げる。触れている部分はわずかなのに、下腹部の最奥は切羽詰まったかのように疼きが増してじっとしていられない。その感覚をごまかそうと足を動かし膝をもじもじと擦り合わせてみるが、ほとんど効果はなかった。

「あ……んっ、もうやめて……このままじゃ……」

　涙の膜の張った瞳で桃音は彼を見上げた。

「このままじゃ？」

　紅の瞳をついと桃音に向け、アデルバートはからかうように乳嘴を優しく擦り上げる。

「それ、は……」

　桃音は顔を背けた。このままでは歯止めが利かなくなってしまう。もっと他の場所も触れてほしいという気持ちが抑えられなくなる。

　黙っていると、アデルバートの大きな掌が胸を撫で、それからくびれた腰、薄い腹の上、そして淡い茂みをなぞってショーツの中に滑り込んできた。

「や……待って──」

　一縷の望みをかけてそう口にしてみたが、やはりアデルバートはおかまいなしにその長い指で秘所をまさぐってきた。ぬる、と指の腹が敏感な部分に触れ、桃音はびくっと腰を浮かせた。

「ひ──」

「体にまとう魔力で感じているのはわかっていたが、ここまで濡れているとはな」

　柔らかな花弁を割り開いて、指先がぬるぬると抵抗なく滑っているのが桃音にもわかる。

「かっ……感じてなんか……っ、ん、ふ……」

　頬がかあっと熱くなる。足を閉じて彼の手を押し出そうとしても、内腿に彼の手が擦れるだけでまったくきかなかった。

「では素直に気持ちいいと口にするまで、かわいがってやろうか」

　秘裂をなぞられると、ぞくぞくと甘い痺れが立ち上がってきて、足のつま先までピンと力が入ってしまう。

「ふ……っ、ぁんん……っ」

　声が漏れないように両手で口元を覆う。胸を触られるよりも、はるかに敏感に感じる場所だ。

（恋人でもない人に、そんなところ弄られちゃうなんて……）

　逃げ出したい、やめてほしい。そう思う一方で、どうしようもなく胸を高鳴らせている自分がいることに戸惑いを隠せない。

「どんどん蜜が溢れてくる」

　潤った蜜口の周りにぬちゅぬちゅと指を滑らせていたアデルバートが、唇の片端を吊り上げて、身をかがませると桃音の乳嘴に舌を這わせた。

「ひゃぅ……っ」

　空気に触れるだけでもじんじんと痺れていた胸先には刺激が強すぎた。切ないくらい下腹部の奥が疼いて、腰が揺れるのを止められない。

「お願い、もういじわるしないでぇ……っ」

　ぽろりと目尻から涙の粒が零れ落ちた。

「そんなかわいい顔でお願いと言われたら、もっと悦くしてやるしかないだろう？」

　アデルバートの指先が秘裂の少し上の方にずれて、くりくりと撫でまわすと、桃音の鼓動が一気に跳ね上がった。

「あぁっ……そこっ……だめ……！」

「だめじゃないだろう？」

　アデルバートの言う通り、潤った泉から溢れるように蜜がとめどなくショーツも内腿も濡らしていた。その蜜を指に絡めながら、桃音の敏感な花芽を捏ね回したり、優しく摘みあげたりする。

「いやっ……だって……っ」

　懇願するように、アデルバートの汗ばんだ体を押し返そうとするがびくともしない。手を離してほしいとみだりがましく腰を振るがどうにもならず、しっかりと押さえつけられて花芽を弄られた。

「あぁぁ……っ」

　ぷっくりと膨れ上がった欲望の花芽を、蜜をまとった指でぬるぬると擦られると、粗相してしまいそうな感覚に陥って、必死に体をこわばらせて耐える。背中には汗が滲み、シーツが張り付いていた。

「はぁ……っ、あぁ、いや……もう……」

　蜜襞が収斂を繰り返し、感じ入った雫がとめどなく零れていく。

　止めることができないのは、涙も同様だった。腰が甘く蕩けそうで、頭の中もぐずぐずに溶け、与えられる愉悦に溺れ切っていた。

「我慢することはない。淫らにイく姿を見せてみろ」

　乳嘴を強く吸い上げられ、はち切れそうな欲望を含んだ花芽を一際執拗に指で捏ねられたら、桃音の理性はついに吹き飛んでしまった。

「あっ、あっ……あああぁぁ……っ」

　限界を超えた途端に、目の前が真っ白になって、きらきらと光る星々が舞ったように見えた。同時にぞくぞくと強烈な愉悦が背中を駆け上がり、頭の先まで抜けていく。一瞬体が宙に浮いたような感じがして身をこわばらせるが、次の瞬間にはぐったりとシーツの上に体を投げ出していた。

「は……はぁ……あぁ……」

　全力で走った後のように呼吸も鼓動も乱れ、頭がぼうっとして何も考えられない。ただひたすらに甘怠くて、快楽の余韻に浸るのが心地よかった。

「イったようだな。陶酔しきった魔力……淫靡で得も言われぬほど甘美だ」

　アデルバートの言葉で絶頂に達したのだと気がつくと、桃音は自分のはしたなさに恥ずかしくてたまらなくなり、一層顔を赤らめた。

「だが、まだ足りない」

　彼の瞳には深い色彩が宿っていた。瞳孔の中にはまるで深淵のように広がる濃密な紅が存在し、その周囲を包むように仄暗い縁取りが織りなす煌めきがあった。

　かすかに伏せた瞼と、長い睫毛の影が混ざり合い、謎めいた色気を漂わせている。その眼差しが桃音の上気した肌を滑るように下りていく。見られているところが熱を持ったように疼いた。

「え……？」

　アデルバートが体をずらしたかと思うと、だらしなく弛緩していた桃音の両脚をたやすく割り開き、そこへ顔を埋めてきた。

「ひぁ……ん！」

　ショーツをずらされ、ぬるりと熱いものが濡れそぼった花弁に触れた。それが彼の舌だということはすぐにわかった。達したばかりの体は官能を簡単に拾い上げ、再び桃音を快楽の渦に落とす。

「やっ……そんなとこ、汚いからぁ……っ」

「この世で一番美しい花が咲いている。お前にも見せてやりたくらいだ」

　唇についた愛蜜を舌で舐め取る仕草に、桃音の鼓動がドキドキとせわしなくときめいた。

（だめっ、だめっ。この顔にだまされちゃ──）

　もう流されまいと思うのに、この状況を打破できる名案は何も浮かばない。

　溢れる愛蜜とアデルバートの唾液でぐしょぐしょになった秘所を、わざと音を立てて吸われ、桃音は耳を塞ぎたくなった。

「どんどん湧いてくるな、お前の甘い蜜は」

　笑ったのか、彼の吐息がほころんだ秘花にかかる。見られている、その視線を感じただけで最奥がきゅうっと疼き、また愛蜜が溢れて幾筋も垂れていく。

「恥ずかしいから……もう、見ないで……」

　桃音は太腿を小さく震わせた。

「お前はおもしろいな。言葉と行動が伴わない。ここは、こんなにひくついて悦んでいるのに」

　蜜口にぐちゅっと音を立て、アデルバートの指が滑り込んできた。

「あっ……っ」

　桃音はびくんと腰を逸らした。弱々しく収斂していた蜜襞が彼を押し出さそうときゅっと窄まる。

「いや……っあぁ……っ」

　蜜襞に潜り込んだしなやかな指が、愛蜜をかき混ぜるように卑猥に抜き差しされる。浅い部分を擦られているだけなのに、背中からは汗が噴き出し、蜜壺が切なく戦慄いた。

「やめて……指、抜いて……っ」

　羞恥に耐えかねて桃音は声を上げるが、無意識に腰はくねり、蜜口から響く水音は粘性を増して大きくなるばかりだ。

「気持ちいいと言えば楽になれるぞ」

　からかうような笑みを浮かべたアデルバートは、指を動かしながら秘裂に舌を這わせ、硬くしこった花芽を器用に探り当てた。

「あっ……そこ、だめぇ……！」

　ぬるぬると舌を押しつけるように花芽を舐め上げられ、収斂を繰り返す蜜襞は指を曲げて擦られ、桃音の体は火がついたように熱くなった。

「やぁ……っ、また、イっちゃう……っ」

　びりびりと稲妻のように激しい愉悦に打たれ、桃音は再び足のつま先までぴんと力を込めると、溢れる愛蜜と共にくったりと弛緩していった。意識が朦朧としながらも蜜壺は切なく疼いて、愉悦の余韻を感じようと隘路がうねる。

「何度でもイかせてやる」

　アデルバートは、引き抜いた指に絡みついた愛蜜を舐め取った。その妖艶な笑みに、ぞくりと背筋が震える。

　ショーツのリボンが引きちぎられて、あっけなく床に放られると、桃音の大切な部分を覆うものはなくなった。そこへアデルバートの剛直が押し当てられた。まだ半分快楽の波に浸っていた桃音は、予想外の大きさにぎくりとして目を見開いた。

「待って……そんな大きいの、無理……」

　ぬちゅりと音がして、開いた傘のような先端が愛蜜に誘われるように入ってくる。

「安心しろ。すぐに慣れる」

　獰猛な獣のような熱を帯びた剛直が、濡れそぼった蜜壁を巻き込みながら隘路の奥へ進んできた。初めて雄を受け入れる蜜襞は、その圧倒的な質量に押し拡げられ、未知の感覚に桃音は小さく震えた。

「は──あぁ……っ」

　初めては痛いものだと覚悟していたものの、想像以上の圧迫感に体がこわばる。

「力を抜け。その方が早く楽になれるぞ」

「そんな、こと……言われても……っ」

　半泣きの桃音の頬にアデルバートの手が添えられ、優しく撫でられた。それから柔らかな唇で言葉を塞がれ、浅く労わるようなキスを何度も仕掛けてくる。

「んっ……ふ……ぅ」

　両肩を抱きしめられ、貪るように舌を絡められると、頭の芯が甘く痺れて気持ちがふわふわと舞い上がってきた。

　桃音がうっとりと嘆息すると、アデルバートは再び熱杭を最奥へ押し込んできて、狭い部分を一気に貫いた。

「ひ……っ！」

　焼けつくような激しい熱が沸き起こり、桃音は眉を寄せてシーツをぐしゃりと掴んだ。

「奥まで入ったぞ。無理なことはなかっただろう？」

　低い声で自信たっぷりに告げるアデルバートはどこまでも色気をまとっていて、それを目の当たりにすると何も反論できなくなってしまうのが悔しい。

　最奥まで到達した剛直に満たされた隘路は、熱く痺れて感覚がよくわからない。

　だが自分が処女を失ったことは理解できた。頑張ればどうにか逃げ出せる隙があったかもしれないのに、彼を拒むことができなかった。

　本当にここから元の世界に帰れるのだろうか。

「考え込む余裕が出てきたなら、もういいだろう」

　何が──そう聞こうとするより、アデルバートの熱杭が媚肉を引きつりながらぎりぎりの所まで抜かれ、再び最奥へ向かって穿たれる方が早かった。

「ああぁ……っ」

　熱い衝動に桃音の子宮がきゅうきゅうと打ち震えた。まだ痛みがなくなったわけではない。しかし腰をしっかりと左右から押さえられているので、荒ぶる熱から逃げることはできない。つかず離れず、抽送の速度が速くなると、不思議なことに擦られている蜜襞から痛みが和らいできた。

「あぁっ、そんなに激しくしないで……っ」

　視界が大きく揺れ、苦しいほどの愉悦に、桃音の目尻から涙の粒がシーツに弾け飛んだ。

「いい表情だ。もっと乱れろ」

　膝裏をぐっと持ち上げられ、まるで上から貫くように熱杭を穿たれる。しなやかで強靭な先端の部分が最奥にずんずんと当たって、繋がったところから愛蜜が溢れてシーツの上に飛び散った。

「んぁ……ああぁ……っ壊れちゃう……」

　重怠い衝撃に、油断すれば気を失ってしまいそうなほどの眩暈が何度もやってくる。

「お前がきつく締めつけてくるからいけないんだ。こうでもしないと押し出されてしまいそうだからな」

　アデルバートはがつがつと遠慮なく腰を振りたて、桃音を絶頂に追い詰めていった。

「は、あっ、あぁ……あぁっ」

　──気持ちいい。

　恥ずかしいし、はしたないとも思うが、桃音の心は今とても甘く満たされていた。

（セックスがこんなに気持ちいいなんて、知らなかった）

　霞む視界の向こうにアデルバートの艶めかしい表情が見える。額には汗が浮かび、呼吸も軽く乱れていた。同じように桃音に感じているのかと思ったら、胸が切なく締めつけられた。それは下腹部にも伝わったようで、彼がかすかに眉を歪めるのがわかった。

「また、きつくなったな」

「アデルバート──」

　喘ぐ呼吸の中で彼の名前を思わず零すと、ガーネットのような紅い瞳が軽く見開かれ、それから昏い情欲の炎が灯ったように見えた。

「……気に入った。お前を俺のものにする」

　持ち上げられていた両脚がシーツの上に下ろされ、アデルバートは桃音の顔の側に手をつくと激しく熱杭を打ちつけてきた。額の汗がぽたぽたと桃音の肌の上に零れる。

「あ、あ、やっ……あぁっ……あっ！」

　息をつく間もないほどの律動に、桃音の喉からは甘い嬌声しか出てこない。最奥を穿たれる度に眩暈にも似た蕩けるような愉悦が頭の芯を痺れさせ、何もかもがどうでもよくなってくる。

「ア、デル……バートぉ、奥、熱くて……気持ちいい……っ」

　もう絶頂はすぐそこまで迫っていた。キスよりも指戯よりも比べ物にならないほどの、圧倒的な官能の波に飲み込まれそうだ。

「く……なんて締めつけだ……」

　低く呻いたアデルバートの抽送が一層激しくなったかと思うと、桃音を抱きしめ、乱れた呼吸を止めて体に力を込めた。その瞬間にびくびくと中の熱杭が打ち震え、白濁の精が放たれた。

「あっ、ああぁ……っ」

　吐精を感じた桃音の蜜襞は攣縮して、熱杭に絡みつく。再び高みに押し上げられた桃音は腰を仰け反らせて指先まで力が入る。それから呼吸することを思い出したように脱力して、ぐったりとシーツに体を投げ出し、荒い呼吸を繰り返す。

「淫らに放たれる魔力ほど甘美なものはない。お前をつがいにすれば完全復活の日も遠くないだろうな」

　最奥に残滓を吐き出しながら、アデルバートは桃音の額に口づけた。

「どういうこと……？」

　まだ霞がかかった頭で問い返す。

「俺の力を取り戻すために人間の魔力が必要だ。感極まった時に無意識に溢れる魔力は特にいい。普通の人間の何倍もの力をもつ聖女は、俺にはなくてはならない存在ということだ。特にお前の魔力は格別にそそられる」

「私は……聖女なんかじゃ……」

「覚醒していないようだが、お前には聖女の力がある。俺のつがいとなれ、モネ」

　最後に名前を呼ばれたような気がして、桃音は混乱しながらも眉を八の字に寄せた。

「……つがいになんか、ならない」

　つがいというのは、人間でいう所の夫婦と同意義だろう。人間たちを脅かし、国を乗っ取ろうとしている残忍冷酷な魔王の妻になるなど、恐ろしいことこの上ない。

（早くこの魔王を倒して、元の世界に戻してもらわなきゃ！）

　桃音はそう決意した。

「それに、私の名前は、も、も、ね……」

「呼びにくいからモネでいいだろう。状況は理解したか？　俺は目覚めたばかりで空腹なのだ」

　赤い舌が覗いて、艶めかしく自身の唇を舐める。

「理解……できない……」

　桃音はいやな予感がして首を横に振った。

「では体で覚えてもらうしかないな」

　濃密な香りが漂ってきそうな、甘く危険な色気に満ちた声色にくらくらする。

　隘路の中で熱を取り戻しつつあるアデルバートの妖艶な笑みに、桃音はごくりと唾を呑み込んだ。

　とんでもない世界に来てしまったかもしれない。







第二章 囚われの生活は甘く淫らに








　寝返りを打つのも億劫なほど体が重くて怠かった。

（今何時かな。アラーム鳴ったっけ？）

　いつも枕元に置いてある携帯電話を取ろうとして手を伸ばすが、さらさらとしたシーツに掌が滑るだけだった。

（やけにリアルな夢を見たような……）

　まだあちこちに生々しい感覚が残っている。艶めかしい舌の温度、しなやかに踊る指先、理性を吹き飛ばしてしまうほどの圧倒的な熱の塊。思い出すだけで下腹部の奥が疼いて秘所から愛蜜がとろりと溢れた。

　いつも通りの生活をしていただけなのに、知らない世界に「聖女」として連れてこられ、「魔王」を倒すべく彼のもとへ送り込まれた結果、その討伐対象に処女を奪われてしまうなんて夢以外に考えられない。

「……っ」

　思い切って目を開けると、そこにはこの世の美の集大成のような完成された尊顔があった。体をこちらに向けて横たわり、頬杖をついて深紅の瞳に桃音を映している。引き締まった体躯を惜しげもなく晒しているので、どうにも目のやり場に困ってしまう。桃音には一枚のシーツがかけられていたが、その下はまごうことなき裸である。

「やっと起きたか、モネ」

　アデルバートはそう言って、ゆっくりと起き上がった。長い漆黒の髪が背中で揺れる。禍々しい二本の角も健在だ。

「夢じゃ……ない？」

　桃音はシーツの端をぎゅっと掴んで、肩の辺りまで引っ張り上げる。気を失う前に何度抱かれたことか。少し動いただけで体が悲鳴を上げた。

「も、もう……本当に無理ですっ」

「そんなに警戒せずともよい。ひとまず動ける程度までは回復したからな。特別に休息する時間を与えてやろう」

　それを聞いてホッとすると同時に、休息ということはまだ終わりではないのだと桃音は顔を熱くした。

　信じがたいことだが、これはどうやら夢の続きではなく、本当に自分の身に起きていることのようだ。つまり今いるゼルトザーム国という魔法の存在する国で、元の世界に帰るには目の前にいる魔王アデルバートを倒さなければならないということらしい。

（アデルバートが完全に復活するには私の魔力が必要……ということは、それまでは危害を加えられるということはないのよね？）

　昨夜はうまく魔法とやらが使えなかったが、アデルバートが桃音のことを聖女というのだから、きっかけさえあれば魔王を倒すほどの力が湧いてくる可能性もある。

（だったらアデルバートに従うふりをして、なんとか倒すチャンスを見つけよう。早く元の世界に帰らないと会社クビになっちゃう）

　昨夜も強引ではあるが暴力的ではなかったし、休息時間もくれるというのだから魔王といっても理性はありそうだ。

（強引……だったよね？）

　やめるように言ってもやめてくれなかったし、無理だと言ってもおかまいなしに何度も最奥に吐精してきた。

（初めてだったのに……彼氏でもないのに……）

　それなのに──

　桃音はさらにシーツを引っ張り上げて顔の半分を覆い隠した。赤くなった顔を見られたくなかったからだ。再び昨夜のことを考えたら子宮がきゅんと疼く。

（すごく気持ちよかった）

　恋人以外の人と体だけの関係なんて絶対ありえないと思っていたのに、行為の途中から快楽の波に翻弄され、それ以外のことは何も考えられなくなっていた。

　今までそういう機会がなかっただけで、本当は男らしく強引にでもいいから処女を奪ってほしい、そんな願望が心の奥に眠っていたことを自分でも初めて知った。

　とても難しいバランスではあるものの、強引と優しさを兼ね備えた男性、それが桃音の真の理想の相手なのだと自覚した。アデルバートがそれに当てはまるかといえば、少なくともセックスに関しては理想通りといえる。

（確か、足止めしていれば勇者様が助けに来てくれるんだよね？）

　桃音が快感を覚えると魔力を溢れさせてしまうらしいから、それを最小限に抑えることができれば魔王の復活も遅れさせることができるのではないか。

（感じなければいいだけの話……）

　せっかく理想の相手が見つかったかもしれないのに、心を無にして抱かれるなんてできるのだろうか。桃音は小さく唸った。

（そういえば、つがいにするとか、なんとかって言ってたわよね……）

　魔族には人の付き合い方は通じないのだろうか。いきなり体の関係から始まって、その日のうちに求婚するなんて聞いたことがない。

「何を考えている？」

　アデルバートが眉をひそめたので、桃音は慌てて首を横に振った。枕の上で髪がぐちゃぐちゃに乱れる。癖のない髪も一晩中さんざん汗をかいたのでひどくもつれていた。

「な、何も。お腹空いたな、とか」

　ごまかすように愛想笑いを浮かべて答える。ここへ来てどれくらい経過しているのかわからないが、空腹を感じていたのも本当だった。

　するとアデルバートが声を上げて笑う。

「この状況で腹が空くと言うか。俺を恐れぬとは大した度胸だ、さすが聖女というべきか」

「恐くないわけじゃないけど……」

　桃音は言い淀んだ。初めは乱暴に犯されて捨てられるか命を奪われるのかと絶望したのに、見た目は好みだし、思った以上に気持ちよかった、なんて頭が緩いと思われそうな答えしか浮かんでこなかったので、曖昧にして言葉を飲み込む。

「まあいい。お前の体に何かあっては困るからな。世話係をつけてやろう」

　アデルバートはそう言って、全裸のまま足元の方からベッドを下りた。

「聞いていただろう、お前たち？」

　誰に声をかけているのだろうと、桃音は軽く首をもたげてベッドの足元──その薄墨色の紗幕の向こうに目を凝らした。立ち尽くすアデルバートの均整の取れた肉体美の先、室内に黒っぽい塊が三つ見えた。多少の差はあれど、ほぼ成人と思われる体格の人物がそれぞれ床の上に跪いているようである。

（いつからそこにいたのかしら？　まさか一晩中いたとか、ないわよね？）

　桃音の背中に汗がじわりと滲む。穴があったら入りたいとは正にこのことである。

「魔王陛下。よくぞお目覚めくださりました」

　桃音から見て右端の影が口を開いた。静かで冷たい声色で、アデルバートに近い青年なのかと思わされる若々しさがあった。

「いよいよ魔族の支配する世界が見られると思うと感慨深いです」

　今度は真ん中の影が声を震わせた。張りのある力強い声だ。

「人間の世話なんてしたくありませんけど、アデルバート様のご命令なら仕方ありませんわ」

　最後は左端からため息混じりの艶のある声が響いた。桃音と同年代くらいの女性の声に思える。

　それを聞いてアデルバートが三人の前に進み出た。彼には服という概念がないのだろうかと桃音の方が恥ずかしくなって彼の背中を見つめていると、まるで紗幕が彼の体に吸いつくようにまとわりついて、跪く三人の前に立つ時にはすでに全身黒の衣装に身を包んでいた。彼が通り抜けていった透ける薄墨色の幕は、音もなくゆらゆらと揺れている。

（何、今の？　これが魔法なの!?）

　本当に常識では考えられない世界に来てしまったのだ。

「ルディ。城のことはお前に一任する」

「かしこまりました」

　右端にいた銀髪を後ろに撫でつけた影が立ち上がり、きびきびとした足取りで部屋を出ていく。

「イグニスは領地内に変わりはないか確認してくれ」

「それぐらいお安い御用です」

　真ん中のがっちりした体型の赤い髪の男が答え、さきほどの青年と同様に部屋を後にした。紗幕と部屋の暗さも相まって、目を凝らしてみても、彼らの表情はおろか目鼻立ちもよく見えなかった。

「ファティマはモネの身の回りの世話を頼む。とりあえず湯浴みをさせて食事を持ってこさせろ」

「はい……」

　やや歯切れの悪い口ぶりで答えた女性は、ゆっくりと立ち上がり、ベッドの方へ歩み寄ってくる。それから突然紗幕を片手で押し上げ、無遠慮に中を覗き込んできた。

「あんたが命知らずのおバカな聖女？　凡庸な見た目ね。でも──」

　ファティマと呼ばれていた彼女は、たっぷりとウェーブのかかった金髪を胸の辺りに垂らし、もう片方の手は腰に当てていた。ボディラインがはっきりわかる黒のビスチェタイプのマーメイドドレスを身に着けている。美しい目鼻立ちで、妖艶なボルドーのアイラインが引かれた目元が、桃音を見た途端に値踏みするように細められた。

「ファティマ。俺の言ったことが聞こえなかったか？」

　途中で言葉を切って唇を噛んだ彼女に、振り返ったアデルバートが声をかけた。

「わかっています」

　紗幕を掴む手に力を込めたファティマはそう返答すると、桃音の方に向き直ってキッと睨んできた。

「さっさと起きてついてきなさい。頭からお湯をかけて寝ぼけた頭を冷ましてあげるわ」

　つかつかと近づいてきたファティマは桃音の手を引っ張る。

「ま、待って！」

　桃音は慌ててシーツを掴むと胸元に押し当て、なんとか体の正面だけは覆い隠すことに成功した。

「冷た……っ」

　ベッドから下りた途端に、氷でも踏んだのかと思って、咄嗟に片足立ちになる。どうも床は剥き出しの石のようで、歩きやすいように平らではあるが、裸足には優しくない。それでもファティマがおかまいなしに引っ張っていくので、我慢してついていくしかなかった。前を行く彼女の高く細いヒールの鳴らす固い靴音だけが響き渡る。

「俺はイグニスと共に森の様子を見てくる。ひと時の休息を楽しむのだな」

　アデルバートが意味深に目を細めたものの、それになんと答えればいいのか言葉が見つからず、黙ったまま目を逸らす。

（休息が終わったらまた……ってこと？）

　歩く度に股関節が軋み、下半身の違和感が昨夜のことを容易に思い出させて、顔が熱くなる。

　初めてベッドの外側に出たが、窓には暗幕のような黒のカーテンがかかっており、広い部屋は壁際に灯った燭台の明かりのみだ。部屋の外の通路も同じように一定間隔で備え付けられた燭台が空間を照らし上げていた。

（ラストダンジョンって感じ……）

　よくゲームに出てくる魔王の城そのものだ。静まり返った石壁の通路はひんやりとしていて、桃音はシーツを踏んづけないように気をつけながら黙ってファティマに従うことにする。

　辿り着いた先は行き止まりになっていて、ファティマが重厚な木の扉を開けると、ふわりと暖かく湿った空気が桃音の顔に触れた。

「わあ……」

　そこには足元の岩をくりぬいて作られた、温泉の大浴場くらい広い湯殿があった。白い湯気が立ち上って、見ているだけでほっとした気分になる。

　この浴室にも窓はなく、ガラスに入った炎が躍るように燃えて全体を明るく照らしていた。

「ぼんやりしていないで、早く入ってちょうだい」

　険のある声で促され、桃音はシーツを足元に置いて前へ進む。

　湯の前に木桶があったので、それを手に取り、膝をついて湯を汲んだ。湯温はちょうどよく、疲れた体によく沁みる。

「さっさと洗って戻るわよ」

　ファティマが入り口で片手を肩より上にかかげた。どういう意味なのだろうと首をかしげた瞬間、彼女がその腕を下ろすと共に桃音の頭上から大量の湯が降ってきた。

「わっ……!?」

　ザバッと派手な音がして、頭から一気にずぶ濡れになる。顔に張り付いた前髪をかき上げると、ファティマがけらけらと笑っていた。

「まだ目が覚めない？　これならどう？」

　今度はくるりと人差し指で円を描く。桃音が振り返ると、湯が意思を持ったかのように一筋の形を作って水面からするすると流れて空中で丸く渦を巻いている。さきほどもこうして湯を操って桃音に浴びせたのだろうか。

（いやがらせ……されてるのかな？）

　再びたっぷりの湯を浴びせられて、桃音は黙って顔の水分を手で拭った。ファティマの方を見ると愉快そうににやにやとしている。

「ああ、いい気味」

　人間が魔族を敵とみなしているのだから、魔族の方も人間を嫌っていてもおかしくない。見た目は人間と変わらないように見えるのに、どこで両者は線を引いてしまったのだろう。

「この世界のことはわからないけど、人間と魔族が仲良くなれる方法はないんでしょうか？」

　これだけ会話もできるのだ、どちらかを滅ぼすのではなく、互いに落としどころを見つけて平和的に解決する道はないのだろうか。そうすれば桃音がここに留まる理由はなくなり、すぐにでも元の世界に帰してもらえるのでは。

「養分ごときが何を言っているの？」

「よ、養分……？」

「そう、あなたなんかアデルバート様のただの養分にすぎないわ。でなきゃ、そんな──」

　ファティマはそこまで言い、ハッとしたように言葉を切って桃音に背を向けた。

（そんな？）

　彼女の視線がどこに向いていたのか思い出しながら、自身の体をゆっくり見下ろしていく。

「ひえっ」

　驚きすぎてうっかり声が漏れてしまった。胸の膨らみはもちろん、その周囲、腹部にまで赤い痣がついている。正確にはキスマークだ。乳嘴は見たことのないくらい腫れ上がっている。

「うぅ……」

　顔を真っ赤にしながら、現実から目を逸らすように目を閉じて湯に浸かった。しかしながら視界が閉ざされていても、アデルバートにきつく責められた部分がひりひりと痛んで、余計に昨夜のことが脳裏によみがえってしまい、恥ずかしくなった。

「思いあがらないでよ。アデルバート様は魔力を必要としているだけで、あなたのことなんて何とも思っていないんだからね！」

　顎の辺りまで湯に沈んで羞恥に耐えている桃音に、こちらに向き直ったファティマの厳しい声が飛んできた。

「べ、別にアデルバートに好かれようとか思ってませんし、ファティマさんほどの色気もないですし……」

　肩越しに振り向いて苦笑いを浮かべる。

「まあ、失礼な人間ね。様をつけなさいよ、様を！　アデルバート様にお相手してもらうことがどれだけ光栄なことかわかっていないようね」

「ファティマ様くらい綺麗だったら、アデルバートも喜んで相手をするんじゃないですか？」

　さきほどの魔法もすごかった。その力を彼に差し出せば、完璧な容姿も相まって桃音よりもよほどお似合いの二人だと思うのだが。

「私に様をつけてどうするの！　あなた、私を馬鹿にしているの？」

　ファティマがこめかみをぴきぴきと震わせると、湯の温度が一瞬にして上がった。

（あ、そっちじゃなかったのね）

　昔から、時々うっかりと思い込みで行動して、失敗してしまう。どうやら今回も選択をまちがえてしまったらしい。

「あ、熱っ……」

　慌てて湯から出ると、全身からほかほかと湯気が上った。

（でも、様呼び……って感じじゃないのよね）

　本人から特に咎められなかったし、どちらかというと「魔王アデルバート」という、人間側としては倒すべき相手で、尊敬や憧れとは正反対の存在だ。

「アデルバート様は、魔族の頂点に立つお方。私たちのために、ありとあらゆる問題も率先して解決に導いてくださるの。それもお一人で」

　ファティマの声には誇張があるようには感じられなかった。

　案外、彼は苦労人なのかもしれない。どの世界でも上に立つ人物には責任がつきまとうものだから。

（一人で、か……。寂しくはないのかな）

　老賢人たちはアデルバートのことを残忍で冷酷だと言っていたが、同族には優しいらしい。

「私たちみんなに平等に優しくて、誰かを特別扱いしたことなんてなかったのに……」

　ファティマの視線は、明らかに桃音に突き刺さっている。

「特別扱いというか、復活するために『仕方なく』でしょう？」

　彼女の機嫌をなだめようと返答するが、自分で言ってみて、むなしい内容だ。

　今まで付き合ってきた男性が桃音に手を出す前に別れたのは、もしかしたら自分に女性としての魅力がなかったからではと薄々心配していた。だからこそ攻めたデザインの下着を買うなど、できる限りの努力をしようとしていた。

　そこにアデルバートだ。たとえつがいにするというのも、桃音の魔力が欲しいだけの嘘だったとしても、一度だけではなく何度も抱かれて、嬉しかった自分がいた。女として自信のなかった心を、求められたいという欲求を、彼はたやすく満たしてくれた。

　せめて彼が人間だったらよかったのに、と桃音は小さくため息をつく。

「自分の立場をやっと理解したようね」

　ファティマの言葉には苦笑するしかなかった。

「あなたは？　アデルバートを復活させたいなら、私よりもあなたの方が──」

「私じゃ無理なの。私は……淫魔だから」

　目を伏せたファティマの表情は籠った湯気でよく見えない。それでも心の底から惜しんでいる様子が声色で伝わった。

（いんま……淫魔、で合ってるかな？）

　彼女の紡いだ言葉を頭の中で反芻した。

「男の人を誘惑して生気を吸い取るんでしたっけ？」

　桃音は記憶の引き出しを引っかき回して、取り出した結論をファティマに確かめる。

「そうよ。何を当たり前のことを聞くの？　私では逆に魔力を吸い取ってしまう、これは本能なの。どんなにアデルバート様のことをお慕いしていても、この身を捧げることはできないのよっ」

　振り絞るように言葉を吐き出したファティマは柳眉を寄せ、揺れる瞳を潤ませた。彼女は仲間というよりも、アデルバートに想いを寄せているらしい。

「だから、さっさとアデルバート様に魔力を渡して目の前から消えてちょうだい。もう体は綺麗になったでしょ」

「ま、まだお湯に入っただけですし、髪も体も洗っていなくて……」

　熱い湯のせいで温まった体も、濡れたままでまた冷えてきた。

「養分のくせに生意気！」

　ファティマはきいっと歯噛みして肩を怒らせながらも、最終的には石鹸を用意して、水を操る魔法で綺麗さっぱり泡を流してくれた。

（思ったより、悪い人じゃないのかも。あ、人ではないか）

　シーツをぐるぐると体に巻いた桃音はファティマと共に部屋に戻ってきて、ベッドのそばに落ちている白い布を拾い上げた。かつて下着だったもの、だ。

　部屋の中を見回すが、アデルバートはまだ森から帰ってきていないらしい。

「買ったばかりだったのにぃ……」

　彼が引き裂いてしまったので、もう着ることはできない。

「私、何を着ればいいの……」

　ベビードールは服の代わりにはならないが、何も身に着けないよりは気分的にちがう。

「養分なんだから裸のままでいいでしょ。アデルバート様が魔力を欲する度に脱がすお手間を取らせるのは失礼でしょう？」

　ファティマはめんどくさそうにため息をついた。

「そ、そんな……！　風邪ひいちゃいます！」

　前言撤回である。やはり綺麗な姿をしていても中身は悪魔的思考だ。

「つべこべ言わずに、そのシーツもはずしなさいよ」

「でも──」

「何を騒いでいるのだ？」

　シーツを引っ張り合っていると、部屋の扉が開いてアデルバートが戻ってきた。

　上下黒でまとめられた衣装はファンタジー映画に出てくるような高貴な雰囲気をまとい、床まで届きそうなほど長いマントがいかにも魔王を連想させる。

「アデルバートが私の下着をだめにしちゃったから着るものがないの」

「あ、こら！　様をつけなさいと言ったでしょう」

「別に仕えてるわけじゃないし……」

　ファティマに言葉を返しながら桃音は、アデルバートが下着を床から拾い上げるのに気づいた。

　彼はベビードールとショーツをしげしげと見つめると、再び床に放り投げる。やはり服は要らない派なのかとがっかりしていると、彼は宙に向かって掌をかざした。その手が発光したので桃音は思わず両手で頭を覆う。もしかしたら何か魔法で攻撃されるのかと思ったからだ。

「これでいいのだろう？」

　パサッと何かがベッドの上に落ちる音がして、ゆっくり目を開けてみるとそこには桃音の身に着けていた下着があった。しかし、床にも同じものが落ちている。

「え？」

　それを手に取ってみると、破られた所も千切られた部分もない新品同様だった。

「どういうこと？」

「アデルバート様は無から物を創り出せる力をお持ちなの。これは人間なんかにはできないことよ」

　ファティマが誇らしそうに教えてくれた。

「お前の服を見て、それと同じものを作っただけだ」

　息をするのと変わらないほど当たり前のような口調で言われ、桃音は唖然とした。

「す、すごすぎる！　それなら、絵に描いたものをイメージして作ることもできる？」

「アデルバート様に不可能なんてないわよ」

　再びファティマが自信たっぷりに胸を張ってみせる。

「じゃあ、これだけじゃ心許ないから服を作ってくれない？」

「わがままな人間ね。アデルバート様がそんなことするわけ──」

「ファティマ。紙と書くものを持ってきてやれ。それとモネの食事の用意を」

　目を吊り上げたファティマはアデルバートの声を聞くと、言葉を切って肩から力を抜き、唇を尖らせて部屋から出ていった。

　それから桃音は下着や楽に着られそうなワンピース、部屋着のセットアップなど服のデザインをいくつか紙に描いて提案した。もちろん靴も忘れない。裸足で石の通路はもう歩きたくない。

「魔王ブランドなんて、流行ったりして」

　お世辞にもうまいとは言えないイラストだったのに、それに近いものをアデルバートがベッドの上に並べていく。掌をかざしただけで物質が現れるのは、本当に種も仕掛けもない魔法そのものだ。

「すごい！」

　早速ブラジャーとショーツを身に着け、シャーベットブルーのニットワンピースに袖を通してみる。素材はこの世界にあるものでしか生成されないので若干のちがいはあるものの、着心地は悪くない。むしろシルクだったりボタンが真珠だったり、飾りの一つ一つが宝石で、元の世界で作ったら桃音の給料では買えなさそうな代物に仕上がっていた。

　サイズもぴったりである。なぜ彼が桃音のスリーサイズを知っているのか、深く考えない方がよさそうだと、顔を赤くして咳払いした。

　そばで見ていたファティマが、珍しそうに桃音のリクエストした作品を手に取っている。

「あ、これはね、私が着てたベビードールの色違いなの。きっとファティマの方が似合うと思うから、どうぞ」

　桃音は黒のシースルーのベビードールとショーツを彼女に差し出した。

「何を偉そうに。アデルバート様の力で作った物でしょ。でもこんなデザインは見たことがないわね。あなたの世界ではこういう服を着るの？」

　ファティマは唇を尖らせて強気に答えたが、ベビードールを手にすると口元をほころばせた。

「こういうのばっかりじゃないけど。私、かわいい服とか小物が好きで」

「ふうん。あなたに興味はないけど、あなたの考える服には興味があるわ」

　彼女はふんと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。その耳が少し赤くなっている。

「もう、素直じゃないんだから」

　桃音が苦笑すると、ファティマは黒の下着を大事そうに抱いて、そそくさと部屋を出ていってしまった。

「俺のいない間にずいぶんと仲良くなったものだな」

　アデルバートが軽く眉を上げる。

「魔族が恐ろしくないのか？」

「見た目はほとんど私たち人間と変わらないし、喜怒哀楽もあるし、そんなにこわくはないかなって……」

　それとも自分は鈍感なのだろうかと桃音は苦笑した。

「それと、服とか用意してくれてどうもありがとう」

　初対面でいきなり処女を奪った非常識な男ではあるが、こちらの申し出には文句も言わずに対応してくれることには感謝するのが当たり前だろう。

「人間に感謝されるのはいつぶりか。だが、礼には及ばない」

　ガーネットの瞳でじっと桃音を見つめ、アデルバートは笑みを浮かべた。

「魔力を消費した分、お前からもらうだけだからな」

　お前からもらう──その言葉の意味を理解した時、桃音の体の奥が疼く。刻み込まれた感覚はそう簡単には失われない。

「今からお前を抱く」

　桃音を軽々と横抱きにしたアデルバートは、彼女をベッドに下ろすと、自分の服に手をかざした。すると服がすうっと薄れていって彼の逞しい肉体が露わになる。すでに男性の象徴は臨戦態勢を取っている。

　魔力を消費したら弱りそうなものだが、空腹になると逆に性欲が増すタイプなのだろうか。どちらにしてもそれをまじまじと見つめる勇気はない。

「わ、私の服は消さないで！　自分で脱ぐから」

　彼が桃音の服にも掌を向けたので、慌てて両手で掴んで阻止した。

　服を創り出す魔法を使う度に抱かれていたら、体力がどれだけあっても足りない。

「自分で脱ぐ？　ほう……それもまた一興だな」

　ガーネットの瞳がきらりと妖艶に輝いた。

　余計なことを言ってしまったかもしれない。だがこれはいい機会だ、アデルバートが桃音に夢中になっている間に、もう一度魔法が発動しないか試すことができる。うまくアデルバートを討伐することができれば、元の世界に帰れるのだから。

　桃音はベッドに起き上がると、ワンピースの裾に手をかけて、シュミーズと共にすっぽりと脱いだ。生地がよく伸びるので着脱は簡単だ。

「こ、これでいいでしょ？」

「全部脱げ。特にそれは見たことがない。破いてもいいか？」

　片眉をひそめ、彼が指差したものは淡いパープルのブラジャーだ。見たとおりに作成しても、着脱の方法はわからないらしい。

「あ、これは……後ろのホックをこうやって……」

　桃音は座ったまま彼に背を向け、金具の外し方を見せる。

　男性相手に何を教えているんだと冷静になりかけたところで、緩めたブラジャーを腕から抜く前に大きな手が乳房を包み込んだ。

「あ……っ」

　指先で先端を擦られ、びくんと揺れた体が後ろからすっぽりと抱き締められた。

「美しい。なめらかで柔らかく、ずっと触れていたくなるほどにな」

　やわやわと胸が揉み込まれる。彼の男らしい大きな手に力が籠められると乳房は色々な形に捏ねられた。目の前でそれをまざまざと見せつけられる様子は扇情的でしかない。

「ん、んっ……」

　たちまち乳嘴が勃ち上がり始め、体の芯に火がついた。指先は焦らすように先端を避けて、その周囲を優しく撫でる。時にそこから離れて乳房全体に指が食い込むが、肝心の部分に触れてくれない。乳房を下から持ち上げられ、ゆさゆさと揺らされると甘い吐息が漏れた。

　もっと強く触ってほしい──

　呼吸が浅くなってきて、桃音は体をもじもじと揺らした。

「濃密な魔力が滲み始めているな。本当に感じやすい体だ」

　耳元で囁かれ、桃音は顔を赤くした。

（か、感じちゃダメなのに……）

　心を無に、と桃音は自分に言い聞かせた。

　早く、アデルバートに魔法を──

　ぐっと彼の腕を掴んで集中しようとしたその時、尖り切った先端を摘ままれた。

「ひぁ……っ」

　焦らされた乳嘴の感覚は限界を極めていたらしく、桃音は大きな声を上げて腰を浮かせかけた。

「ここだけこんなに硬くなって、かわいいな」

　すりすりと指の腹で先端を優しく撫でられ、むずむずとした愉悦が体中に伝わっていく。

「んっあぁ……はぁ……っん」

　せっかく集中しかけた意識が霧散して、体から力が抜けていくのを感じた。

　アデルバートはしこった乳嘴を扱いたり、指の腹で押しつぶして円を描いたりして、じっくりと桃音を追い詰めていく。

「やっ……それ、だめ……っ」

　体の奥がきゅうきゅうとうねるような感覚に見舞われて、蜜の泉が溢れた。

「胸を触られるのが好きなのだな」

　髪の毛をかき上げられて、露わになった耳朶に吸いつかれる。耳孔を舌先で突かれ吐息と共にぴちゃぴちゃと水音を立てられ、一層体に力が入らなくなった。

「あ……ぁ、アデルバート……っ」

　気持ちいいと感じることを我慢するというのは困難だ。

　もう魔法を試すどころではなくなり、彼の腕に囚われて逃げ場のない状況に胸がドキドキと期待で高鳴っていく。

　いやなのに、いやじゃない。そんな矛盾を抱えながら桃音は切なく喘いだ。

「脚を開いてみせろ」

　アデルバートの要求にずくんと子宮が重く疼く。

　自分から脚を開くなんて恥ずかしいと思いつつも、下腹部の奥はさきほどからむずむずと落ち着きがなく、溢れた蜜が秘花にまとわりつく感覚が桃音の行動を押した。

「こう……？」

　立てた両膝の間に少しずつ空間が生まれる。

「それでは足りないな……こんな風に」

　膝をぐっと左右に倒され、続いて淡い茂みを覆っている薄い布地の中に大きな手が滑り込んできた。

「は……っあ」

　濡れそぼった秘花を長い指で上下に擦られ、桃音は再び蜜を滴らせた。

　ショーツは彼の手の形に膨らみ、中の様子を直に見ることができない分、指の卑猥な動きを想像してしまって、羞恥で理性が焼き切れそうだ。

「胸を弄っただけでこんなに悦くなったのか？」

　大きく擦られると粘性の水音が桃音の耳にも届く。

　恥ずかしい──それなのにまた蜜壺が潤って、くちゅくちゅとかわいらしくも淫らな音が響いた。

「甘い匂いが濃くなった」

「やぁ……っ、言わないで……」

　片方の手で乳嘴を弄られ、同時にショーツの中では膨らんだ花芽を指の腹で擦られ、腰がガクガクと震えた。

「あっ……はぁ……っ、一緒に責めないで……っ」

　逃れられない快感に蜜壺が戦慄き、ひくついた蜜口からとろとろと熱いものが溢れてくる。

　アデルバートはその蜜を丁寧に花芽に塗り込めた。硬く敏感になっているそこに触れる度にびくびくと体を震わせる桃音の首筋に口づけを落としながら、深紅の瞳に情欲の炎を映す。

「もっと気持ちよくなりたいだろう？」

　艶めいた囁き声は頭の中に直接響くみたいに聞こえて、まるで心の中を見透かされているかのようだ。

　しなやかな指がほころんだ蜜口にぐちゅりと入ってきた。ぬるぬると蜜襞を擦られ、体の奥の熱が高まっていく。

「は──あぁ……っ、やぁん、だめ……」

　抽送が速くなり、水音が激しくなってきた。自分の意志とは関係なく腰が振れ出して、乳房がゆたゆたと柔らかく揺れる。

　蜜口に入っている指が二本に増やされ、蜜をかき出すように関節が曲げられた。

「ふぁっ……ああぁ……っ」

　指先が敏感な部分を擦り上げ、強烈な眩暈のような愉悦が腰から頭の先に突き抜けていく。

「ここが悦いようだな」

「ち、ちが……っ、やだ……ぁ、ヘンになっちゃう……っ」

　拒絶の言葉を口にしても、与えられる愉悦を享受する体では説得力がなかった。執拗にその部分に指が当てられ、胸を揺さぶられたり、先端を強く押しつぶされて擦りつけられたりして、桃音の理性は限界に達しようとしていた。

「イってもいいぞ」

　アデルバートの抗いがたい誘惑の声が耳に滑り込んできて、張りつめた花芽をいやらしく撫で回された途端、目の前が一瞬眩んで、理性が蕩けた。

「ひ……っ、あっああぁ……っ」

　背中を弓なりに逸らし、びくびくと腰を震わせながら愛蜜が噴き出し、アデルバートの手も下着も、シーツすらも濡らしてしまった。

　恥ずかしいくらいに感じてしまって、桃音はぼろぼろと涙を零しながら、白い喉を晒して喘ぐ。

「極上の魔力の味だ」

　それはいったいどんな味なのだろうか。陶酔しきった桃音の耳朶に、アデルバートのキスが落ちて最奥が疼いた。

「私、本当に聖女なの……？」

　考えなくても力を使えると最初に会った老人たちが言っていたのに、魔法の魔の字もわからない。

「当たり前のことを聞くな。それはすでに証明されている」

「どういうこと……？」

「結界を難なく通ってきただろう。それに、ただの人間程度なら、魔王である俺の体液に触れただけで体が拒否反応を起こし、呼吸が止まって死亡に至る」

　元の世界でいうショック状態というものだろうか。

「だが強大な魔力があれば、それに耐えられるのだ」

　つまり、桃音は選ばれし魔王のセフレということだ。

　──それ、嬉しくない。

　胸の奥が微かに傷んだ。

「だからお前を逃がすつもりはない」

　優しく体を押されて、桃音は四つん這いの姿勢になった。仰向けに戻ろうとすると、「待て」と言われる。

「そのままでいい。服は自分で脱ぐと言ったな」

「う……」

　桃音は自身の発言を後悔したが、もう引き返せない。

　アデルバートに臀部を突き出すようないやらしい格好のままショーツに手をかけ、片方ずつ下ろしていく。濡れているからか、まだ太腿にうまく力が入らないせいか、膝まで届かずに手が止まってしまう。

「これで、いい……？」

　恐る恐る肩越しに振り返れば、アデルバートの瞳は怪しい雄の色気を宿し、今にも飛びかかってきそうな獣の雰囲気を感じさせた。

「そ、そんなに見ないで……」

　桃音は彼から目を逸らして、枕を抱え込むようにぎゅっと顔を埋めた。

　ドキドキする──

　恋人でもない男に大切な部分を見られているというのに、体が熱くなって子宮が疼くのを感じる。

　臀部に手が添えられ、ふっと温かい息がかけられた。ひくりと蜜口が震えて、淫靡な匂いを振りまきながら愛蜜が零れる。

　それを舌で掬われた。

「ひぅ……っ」

　熱くてしなやかな舌が桃音の秘部をぬるぬると舐め上げる。

「やっ……あぁっ……」

　枕を掴む手に力が入った。腰が勝手に動きそうになるが、彼に押さえつけられているのでどうにもできない。その優しい拘束にまた胸が高鳴った。

　舌先を尖らせ蜜口に入ってきたアデルバートのそれが、隘路の浅い部分を擦り、新たな愉悦を生んだ。剛直とはちがう強度の感触はじれったい熱を体の奥へ伝えてくる。

　もっと深い所へきてほしい。誘うように次から次へと愛蜜が溢れてしまう。

「さっきイったばかりなのに、また中がうねってきているな」

　舐めるだけではきりがないと笑って、アデルバートは桃音の秘花にしゃぶりつき、じゅるじゅると音を立てて蜜を吸い上げた。

「あっ、やぁっ、あぁぁ……っ」

　枕に顔を埋めたまま、悲鳴に近い声を上げる。吐き出した吐息がとても熱い。全身がほてって、背中には汗が滲んでいた。

「何度イってもいいのだぞ。その方が俺も満たされるからな」

　溢れる愛蜜をすすりながら、ぷっくりと膨らんだ花芽を指先で捉えられる。ぴりりと鮮明な愉悦が全身を駆け抜け、額の辺りに集まってむずむずと眩暈に似た感覚を起こす。

「ふぁ……いじわる……っ」

　桃音は目に涙を浮かべたが、すぐに枕に染み込んでいった。

　見えない分、舌や指の動きを卑猥に想像してしまって、ますます体は熱くなり、この疼きを発散させたいと思ってしまう。

　まだ最奥を責められてもいないのに、何度絶頂を味わわされるのか。

　臀部を押さえていた手から力が抜け、代わりに丸みを帯びた双丘を掌で優しく撫でられた。それが内腿の弱い部分を摩る。

「あン……っ、それ、だめ……っ」

　支えを失った桃音の腰がかくかくと揺れる。

「気持ちいいくせに」

　アデルバートが蜜の泉に指を突き立て、ぐちゅぐちゅと奥までかき混ぜた。熱く淫らな指先は弱い部分を撫でるような力加減なのに、それがかえって官能に火を付ける。

（こんなに優しくされたら……っ）

　まるで大切なものでも扱うような丁寧な愛撫に、頭の中が蕩けそうになる。

「ひぁっ、もう……耐えられな──」

　目を閉じた桃音の瞼の裏に閃光が走る。まるで花火のような眩さだった。

　挿入された彼の指の脇から勢いよく愛蜜が噴き零れ、突っ張った太腿がびしょ濡れになる。

　シーツの上で力がこもり窄まっていた足の指先から抜けていった。同時に体全体が自分では支えられなくなって、桃音はベッドに突っ伏す。

「中はとっくにほぐれているな」

　蜂蜜のように蕩けた桃音の頭の中は何も考えられない。

　腰を掴まれ、ぐずぐずになった蜜口にみっしりとした熱の塊が押し当てられる。それは容易に隘路を押し拡げて桃音の中を満たした。

　ずん、と最奥に到達した感覚に腰が砕けそうになる。

「熱くて、とろとろだな。実に心地いい」

　ゆっくりとかき混ぜるように最奥に亀頭を押しつけられ、夢見心地だった桃音の意識がはっきりと愉悦を拾い始めた。

「やっ……まだイったばっかりだからぁ……」

　さきほど達したばかりで、蜜襞がまだ収斂を繰り返している。ぎゅっとアデルバートの熱杭を締め付けるとその形まではっきりと感じられて、ぞくぞくとした愉悦が駆け上がってきた。

「は──っ、かわいいな、お前は」

　アデルバートが悩まし気に嘆息する。その瞳の奥には隠し切れない不埒な色が宿っているというのに、ときめいてしまったのは、素直にかわいいと言われたからに相違ない。

　濡れた蜜襞から亀頭ぎりぎりまで引き抜かれ、再びぐぷりと空気をはらんで最奥を貫かれた。

「あぁん！」

　桃音は弓なりに背中をしならせ、嬌声を上げる。

　すでに絶頂に達したというのに、体は新たな官能を求めて戦慄いていた。

「もっと声を聞かせろ、モネ」

　軽く息を上げながら名前を呼ばれ、どきんと胸が大きく高鳴る。

　抽送が速くなり、ぱんぱんと二人の体がぶつかり合う音が寝室に響いた。

　奥に、欲しかったモノが当たって気が遠くなりそうな喜悦に全身が打ち震える。

「あっ、ふぁっ……アデルバートの大きくて熱い……っ」

　比較対象がないのでわからないが、桃音の隘路はこれ以上耐え切れないほど拡げられていた。そこを埋める質量、感じる部分を余すところなく擦り上げられ、官能の波に溺れてしまう。

「では、これはどうだ？」

　逞しい腕に抱き起こされ、先ほどと同じ体勢に戻される。ちがうのは二人の体が深い所で繋がっているということだ。

　膝を立てたまま、後ろから最奥を突き上げられる。

「ひぁぁんっ」

　白い喉を晒して声を上げた桃音の頬を、感じ入った涙が一筋流れる。

　当たる角度が変わって、また別の愉悦を拾い上げてしまったようだ。

「自分で動いて気持ちいい所を見つけてみろ」

　息を乱したアデルバートに囁かれ、桃音は顔を赤くした。

「じ、自分で……？」

「そう。どこが悦いのか、教えてくれ」

　甘い低音の声で懇願されると、いやとは言えなくなる。

　桃音はもじもじとぎこちなく腰を揺らし始めた。

　自身の中に彼の剛直が埋まっている圧迫感に思わず、下腹を撫でる。

　──ここにアデルバートのが……

　そう思ったら、ずくんと子宮が疼いて、たまらず桃音は腰を浮かせ、再び沈めた。どの動きよりも感じやすく、そこから少しずつ腰を上下に揺らす。

「は……あぁ……あぁ……」

　気持ちいいことは気持ちいいのだが、どこが一番いいかと言われるとよくわからない。

「もっと激しくしてよいのだぞ」

　背後からアデルバートの手が伸びてきて、乳房を覆われた。しかしその手は柔らかさを愉しむわけでもなく、そっと添えられているだけだ。

　アデルバートに言われた通り、思いきって腰を高く上げ一気に下ろす。

　ずん、と重怠い衝撃が脳芯まで響いて、桃音の唇の間からたちまち喜悦の声が漏れた。

「あ……あぁっ……こんなの……恥ずかしい……」

　一度快楽の感じ方を覚えると、動きがなめらかになってきた。同時に、胸に添えられたアデルバートの掌に尖りきった乳嘴が擦れてじれったい疼きを湧き起こす。それが下腹部の奥にも伝わるから、余計に疼きを逃がしたくて腰を振りたてた。

　こんな痴態を見せられて、男は呆れたりしないのだろうか。経験のない桃音の心配が杞憂であることは張りつめた剛直の熱が証明していた。

「は……あっ、ん、ふぁ……っ」

　しばらく動いていると息が上がって、体にあまり力が入らなくなってきた。

「なんだ、もういいのか？　それなら俺の好きなようにするだけだぞ」

　くくっと喉の奥でくぐもった笑いを漏らしたアデルバートは、剛直をずるりと引き抜いた。

　突然空虚になった隘路が寂しそうにひくつき、もっと欲しいとねだるように愛蜜を零す。まるで腹をすかせた獣の涎のように、だらだらと滴る雫が内股に幾筋も垂れていった。

　されるがままに仰向けに寝かされると、体の間に割って入ったアデルバートの熱杭に再び貫かれる。

「ひ──ぁ、あぁっ」

　繋がった部分から、ずちゅ、ぬちゅと粘った水音を響かせながら、最奥に何度も亀頭がぶつかる。甘く淫らな衝撃に否応なく桃音の意識は彼方に飛ばされそうになり、眉をくしゃりと寄せて涙を零しながら唇を震わせた。

「やだ……気持ちよすぎて、おかしくなりそう……っ」

　自分の体が変なのか、アデルバートが上手すぎるのか、それはわからない。だがとてつもない快感の波に溺れていることだけは確かだ。

　アデルバートがもし恋人だったら──

　そんなありえない想像が脳裏をかすめる。

「俺のモノがそんなに気に入ったか？」

　剛直が擦れる度に蜜襞がうねり、彼のものに絡みつく。

　熱のこもった妖艶な瞳は桃音だけを映し、額に滲んだ汗が微かに歪めた眉に、つっと流れる。その余裕のない表情からしか得られない色気に、悦びがこみ上げてくる。

　他の誰にもそんな顔をしないでほしい。

　自分のものでもないのに、そんな贅沢な願いが零れそうになるのをこらえる。

「アデルバート……あなたは？」

「当たり前のことを聞くな」

　にやりと口端を上げたアデルバートが、桃音の両脚を掴んで自身の肩に乗せた。

　臀部がぐっと上を向いて、ほぼ垂直に最奥を穿たれる。

「あぁっ……奥まで、当たって……っ」

　ぐぽぐぽと空気をはらんだ水音を耳にしながら桃音は必死に喘いだ。嬌声が漏れるばかりでうまく呼吸ができない。

「ちゃんと足に力を入れないと落ちてくるぞ」

「そんな、こと言われても……っ」

　桃音は無我夢中で彼の首の後ろで足首を絡ませた。いやでも繋がっている部分が目に入って羞恥に耐えられない。

「まだ、締めつける余裕があるようだな」

　ぽたぽたと汗を垂らしながら、アデルバートは桃音の揺れる胸をつかまえた。

　抽送に合わせて柔らかく捏ね回され、乳嘴を指で擦り上げられる。

「やっ……だから、いろんなとこ、いっぺんにするの、無し……っ」

　ぐんと愉悦の波に押し上げられ、桃音は背中を仰け反らせた。

「胸を弄られるのが好きなようだからな、イクまでかわいがってやろうかと」

　今度は屈み込んで乳嘴に吸いつかれた。ぱくりと乳輪すべてを口に含まれ、舌で舐め転がされる。

「ふぁ……っ、あぁん！」

　たまらず桃音の足から力が抜けてシーツに落ちる。その代わりに彼の背中に手を回して懸命にしがみついた。

　蜜襞がびくびくと震えて剛直を咥え込む。そこを強引に引き抜かれ、挿し込まれ、強烈な愉悦の波が嵐のように桃音を飲み込んでいく。

「イっちゃう……また、悦くなっちゃうの……っ」

　胸の蕾をきつく吸われ、反対の蕾は指で扱き上げられ、こわいほど真剣な表情のアデルバートにがつがつと最奥を穿たれた桃音の意識は一瞬舞い飛んだ。

「あっああぁぁ……！」

　抽送の合間から大量の愛蜜が噴き零れ、太腿ががくがくと震える。

　絶頂に達したというのに、まだアデルバートは腰を振りたて、桃音はすぐに次の官能の波に押し上げられる。

「モネ……俺もイくぞ」

　黒髪を乱しながら、荒い息遣いのアデルバートがさらに抽送を速めたと思ったら、ぐぐっと最奥で留まり、次の瞬間どくんと欲望が爆ぜた。熱いものが注がれる感覚に子宮が喜悦でうねり、すべてを飲み込もうと何度も収斂を繰り返す。

「ふ……は、あぁ……」

　ぎゅっと抱きしめられ、桃音も同じように汗で濡れた彼の背中にしっかりとしがみつく。

（恋愛感情はないって理解してるつもり……でも、こんなに激しく求められたら、女の子はみんな勘違いしちゃうわよ？）

　現実の世界なら、体の関係から始まる恋もあるかもしれないけれど、アデルバートの行為には明確な目的がある。

（それでも、ドキドキしちゃうのは私だけなの……？）

　激しく駆ける鼓動がどちらのものなのか、考えている間にもアデルバートは一滴残らず吐精しようと蜜襞を擦り続けた。

「俺のつがいになれ」

　痺れるような甘美な声色が耳に滑り込んできて、思わず頷きそうになってしまう。

　相手は悪魔だ、その言葉を鵜呑みにしてはいけない。

「私は……あなたを倒して、元の世界に帰るの……」

　わずかに残っていた理性で言葉を返すものの、ぞくぞくと寒気にも似た快感が腰の辺りから上ってきて、桃音の目尻から透明な涙がポロリと零れた。

　──感じないようにするなんて、無理。

　どのくらいの魔力が必要なのか知らないが、このままではアデルバートの思うつぼだ。魔王が復活したら、この世界は魔族に支配されてしまうというのに。それを止めるのが自分の役目のはずなのに、すっかり彼のペースに流されてしまっている。

　魔王復活の日は、近いかもしれない。







第三章 迷いの先に手を伸ばして








　魔族の作る食事がはたして口に合うのかと最初は不安だったが、どうやら人間用の食材で調味をしてくれているらしく、盛りつけも味も文句なしだった。

　パンにサラダ、ハムやベーコン、卵料理など栄養バランスもいい。ただ一つ不満があるとすれば、それを共感する相手がいない所だろうか。ここへ飛ばされて七日が経っていたが、ファティマは人間の精気以外は受けつけないというし、他の部下も同様に人間の食べ物など不要と断られる始末。

　魔族は基本的に口から栄養を摂ることはないのだという。水や炎のエネルギーを体内に取り込むだとか、アデルバートのように長期睡眠で補う方法で十分らしい。

　朝になると彼は早々に森の見回りだと言って夜まで戻ってこないし、ぽつんと部屋に一人で残されて、黙々と食事を摂るのは味気なかった。どれだけおいしく調理された物でも、少しずつ喉を通らなくなってきていた。

「最近、食事を残しているらしいな？」

　今夜の分の魔力を無自覚にたっぷりと渡した後に、アデルバートにそう問いかけられた。

「一人で食べても楽しくないもの。いくら味がよくても食欲もなくなるわ」

　彼の腕を枕にし、引き締まったその胸板に掌を添えた桃音は、ついと濡れた睫毛を上げる。

「おかしな娘だ。栄養を摂ることを楽しむ、とは」

　長い指が伸びてきて、汗で頬にはりついた髪を耳にかけられた。

「アデルバートだって、こんなことで魔力を得るより、ちゃんとご飯を食べた方が元気になるかもしれないわよ」

「こんなこと？　これ以上の馳走がどこにあるというのだ。俺にはモネがいればいい」

　彼はそう言って桃音の額に優しく口づける。

　胸がどきんと大きく高鳴った。

　誰かに必要とされることは嬉しい。ただ彼は桃音を復活のための魔力の供給源として、求めているだけなのだ。毎晩彼に抱かれているからといって、それは恋人のような甘い関係ではないことを忘れてはいけない。

「わかってる……」

　自身に言い聞かせるように、桃音は目を伏せて呟いた。

（アデルバートに抱かれるのは、彼が油断して隙を見せるかもしれないから。そうしたら聖女の魔法とやらで、封印するか倒すの）

　役割をはき違えてはいけない。心が揺れる度、何度も自分に言い聞かせてきた。

（元の世界に帰るには、それしか方法がないんだもの）

　そう思うのに、桃音の心の中に占めるアデルバートの存在は、夜を越えるごとに増していく。

（向こうではどれくらいの時間が経っているのかな。もしここと変わらないなら、まだ戻れるわよね？）

　失踪した扱いになっているのだろうか。警察が来たり、両親に連絡がいったりしているのかもしれない。

（早く帰らなきゃいけないのに……）

　ここを、アデルバートのそばを離れがたい──

　胸の片隅にあるその想いは、勘違いと思えるほど小さなものではなくなっていた。

　どうしたらいいのか、わからない。

　そのまま閉じた瞳からはやがて力が抜け、穏やかな寝顔へと変わっていった。




　アデルバートは、眠りに落ちた彼女の体を抱き寄せる。

「温かくて柔らかい。無垢な子ウサギだな」

　彼はその白い肌に口づけを落とした。

　極上の魔力もさることながら、くるくると表情を変える桃音を見ていると退屈しない。溢れる力を無理やり搾り取れば、自分の中の魔力がすぐにでも完全に回復することはわかっていた。

　だが、急激に吸収すると彼女の体に大きな負担がかかり、その命すら奪ってしまうことになる。聖女である桃音が魔族に対して嫌悪感や敵意があり、同族に仇なす存在ならば、ためらわずそうしていたかもしれない。

　ところが彼女はとても純粋で、アデルバートを拒絶しないどころか、快感をあますところなく拾い上げて蕩けるような表情で甘く啼く。

　最初に抱いた夜、切ない表情で名前を呼ばれた時から、手放すのは惜しいと思った。

　つがいにしたいが、それには彼女の同意がなければ成り立たない。このまま毎日睦み合っていれば、いずれは自分の魔力は完全に回復するが、彼女の心はどうしたら手に入るのだろう。

「それとも、これが聖女の作戦なのか？」

　アデルバートは自嘲気味に笑った。

　桃音の困った顔がかわいらしくて、つい無茶を仕掛けても、予想以上の反応を見せてくれるところが愛らしい。人間なのに魔族を恐れないのも、隙だらけの蕩ける表情を惜しげもなく晒すのも、桃音しかいない。

　数百年の間、魔族の頂点に君臨してきたが、埋められないその上下関係の垣根を無視して、この胸に飛び込んできた彼女の存在は特別だった。そばにいる温もりが、これほどまでに心地いいものとは知らなかった。

　それらがすべて、魔王を油断させるための聖女の策略だとしたら──

　だが、心から快楽を感じなければ魔力は溢れ出ることはないし、桃音は本当に何も知らないままここへ送り込まれただけと思っていい。

　かといって、桃音はつがいになることを拒否しているし、隙を見つけて魔王を封じる手を考えているのかもしれない。

　人間と敵対することをやめれば、自分を受け入れてくれるだろうか。長い年月を経て人間に対する憎しみばかりが募っていたが、彼女の温かい雰囲気に触れてから、すべてを悪と決めつけるのはまちがっているかもしれないとも、最近は思い始めてきた。

　桃音がファティマたちとうまくやっていけているところを見ると、この争いが不毛なものに思えてくるのだ。

　──モネを手に入れるためなら、なんでもしてやる。

　桃音の目尻に光る涙の雫をそっと指で掬ったアデルバートは、その柔らかな肢体をきつく抱きしめた。
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「これは……誰の？」

　翌朝、寝室の隣にある居室のテーブルに向かった桃音は、目をぱちくりさせた。

　ここで過ごすようになってから毎日腰かけている席の前には、きつね色のホットサンドと、カリカリのベーコン、ぷっくりと盛り上がった黄味が食欲を誘う目玉焼き、つけ合わせの新鮮な野菜が皿に盛りつけられていた。別の器にはコンソメスープや切り分けられた果物が、そして水やミルクが入ったグラスが置いてある。

　しかしながら、今日はその空いた向かい側の席にも同じ料理が並んでいた。

「俺の分だが、どうかしたか？」

　背後から声をかけられて慌てて振り返ると、漆黒の衣装を身にまとったアデルバートが立っていた。いつもなら森の中の見回りだとか、他の魔族の様子を見てくるとかで朝から姿を消してしまうのに。

「えっ。で、でも、昨日はそんなこと一言も……」

「不要なら、退席するまでだが」

　素っ気ない態度を見せながらも、そこに冷たさは感じない。魔王というから恐ろしいという先入観があっただけで、実際に毎日顔を合わせていると、ただ単に感情を表すのが上手ではないだけなのだとわかるようになってきた。

　不器用な優しさが嬉しい。

「ううんっ、ありがとう！　私のお願い聞いてくれて！」

　桃音はアデルバートの腕にしがみつくと、笑顔の花を咲かせた。

「モネが満足に栄養を取らなければ、俺に与える魔力も減るだろう」

　アデルバートはすまし顔で答えて、もう一つの席に着く。

　自分の利益のためだと強調するのも、桃音に気を遣わせないようにとの考えからだろう。とてもわかりにくい配慮だが、これで彼がファティマや部下たちに慕われていることにも納得がいく。

（素直に感謝を受けとめればいいのに）

　かわいらしいところもあるのだと桃音はくすっと笑って、胸の奥が温かくなるのを感じた。

　元の世界に帰っても、魔法があって魔王がいてこんな時間を過ごしてきたという話を誰が信じるだろうか。

「いただきます！」

　両手を合わせてから水の入ったグラスに口をつける。

（やっぱり、小説投稿サイトに……）

　ニマニマと頬を緩めてしまった桃音は、自分が無事に元の世界に戻り、パソコンの前に向かっている姿を想像してから食事の手を止めた。

　元の世界に戻る──つまり、それは目の前にいるアデルバートを倒すということ。

（倒すって……命を奪うってことだよね……）

　聖女の力というものを使えば、苦しませることなく遂行できるのだろうか。そうなったらファティマや他の魔族たちはどうなってしまうのだろう。

　正直なところ、ここの生活も悪くないと思い始めている自分もいて、どうしたらいいのかわからない。

（でも、もしアデルバートが完全復活したら、人間が困るのよね……？）

　結局、結論を出すことができない。なぜいつも肝心な時に優柔不断になってしまうのだろう。

（おかしいな。いつもは恋愛に関してだけなのに、世界を救うか魔王を倒すかで迷うなんて……普通は魔王を倒す一択でしょう）

　きっとアデルバートや他の魔族が完全に悪には見えないからだろう。ここへ来て数日が経過しているが、衣食住すべてにおいて困ることはない。

　恐ろしい言葉で罵倒されることもなければ、苦痛を伴う拷問も受けていない。

　盲目的に慕うファティマは言わずもがな、他の従者たちもアデルバートに対する想いは深いようだった。

　一見すると寡黙な印象のあるルディは、城内の管理を完璧にこなしていることを褒められ、目をキラキラさせていた。その様子はまるでわんこ系男子だ。もう一人の従者イグニスは荒っぽい態度の男なのだが、アデルバートの前では礼儀正しく、一緒に森の見回りに行けることを誇りにしているようだ。

　彼らから全幅の信頼と尊敬を浴びている様子からしても、いきなり処女を奪ったこと以外は、とても極悪人には見えないのが、桃音の判断を迷わせていた。

「数百年ぶりの食事だ」

　そう話すアデルバートはきちんとナイフとフォークも使えているし、優雅に口に運ぶ姿もマナー本のお手本のようにスマートである。

「数百年!?」

　桃音は目を丸くした。てっきり自分より少し年上の青年だと思い込んでいた。

「アデルバートって何歳なの？」

「三百歳ほどだが」

「へっ？　も、もう寿命越えてない？」

「魔族は人間よりも長生きするからな。問題がなければ千年生きる者もいる」

　彼は眉ひとつ動かさずに答える。魔族にとっては当たり前のことらしい。

　桁がまったくちがう。それで言うと桃音などまだまだ赤ん坊ではないか。ファティマだって同じくらいの年齢に見えたのに。だが彼女に年齢を聞くのは無粋というものだろう。

「ほんとにファンタジーの世界だわ。それより数百年ぶりって、前にも食べていたことがあるのね。食事しなくても生きていけるんじゃなかったの？」

「昔のことだ」

　桃音の質問に対して彼の答えは素っ気ない。

「アデルバートも人間だった時があったとか？」

「俺は生まれた時から魔族だ」

「ふうん」

　そもそも人間がどういう食事をするのか知らなければ、目の前に並ぶおいしい朝食も用意できなかっただろう。自分たちが摂らなくても知識としてはあるわけだ。

（アデルバートのこと、もっと知りたいな）

　スプーンでコンソメスープをすくって口に運ぶ。

「おいしい」

　一人暮らしでコンビニ弁当やインスタント食品を買って済ませることの多かった桃音にとって、ここでの食事は本当にどれも素晴らしいものだった。

　料理を担当してくれている魔族に会ったことはないが、ここへ来た最初の頃、ルディから食の好みや苦手なものを聞かれて答えていたので、本当に桃音のために出来立ての食事を用意してくれているのだ。

　アデルバートが完全復活しても、この世界の人間たちと仲良くする方法はないのだろうか。元の世界に帰るには本当に討伐しか方法はないのだろうか。

　早くなんとかしなければと焦れば焦るほど気が散漫になってしまう。

　ただ、彼と過ごす熱く甘い時間だけは、何も考えずに過ごせるのがありがたかった。感じないようにする、という計画は早々に打ち砕かれてしまったので、他の作戦を考えているのだが妙案は思いつかない。

「そんなにスープが気に入ったのか？」

　アデルバートにくすっと笑われて、ハッと目を落とせば、考え込んでいる間にスープだけを完食していた。

「だって、おいしいんだもの」

　悩んでいたのをごまかすように笑ってみせたが、その言葉に偽りはない。

（せっかく一緒に食べてくれてるのに、考え事をするなんて失礼よね）

　その後、桃音の前にあった朝食はすべて彼女のお腹に収まったのだった。




　あくる日、夜が更けるまで抱かれ続けたのに、ふいに目が覚めてから、すっかり眠気がどこかへいってしまった。カーテンのわずかな隙間から、けぶるような青白い夜明けの光が部屋に落ちている。

（まだ起きるのには早い……けど、二度寝もできそうにないな）

　桃音の顔を曇らせたのは、魔王を倒すか倒さないかの堂々巡りの悩みの渦。

　いつまでも結論を延ばしていては、先にアデルバートが完全復活してしまう。

「眠れないのか？」

　いい考えが浮かばず、何度か寝返りを打っていると、その張本人に後ろから抱きしめられた。

「あっ……その、私っていつも大事な時にすぐ答えが出てこなくて、それで今までに失敗しちゃうことが多くて……それを思い出してたの」

　恋愛以外ではわりと決断が早く、職場でもよく気がつくと褒められたりもしたものだ。

　だから今回のことも、ゼルトザーム国を守る方を優先しなければならないと頭ではわかっている。それなのにどうしてもそちらに舵を切れない。

「迷うことは悪いことではない。納得のいく答えが出るまで考えればいい」

　くだらないとでも言われるかと思ったのに、アデルバートは予想外に優しい声色で桃音の頭を撫でた。

「悪いことじゃない……？」

　桃音はぽかんと口を開け、そろそろと後ろを振り向いた。彼の腕が緩んだので、ゆっくりと体ごとアデルバートの方に横向く。

　暗がりでもよく見えるガーネットのような美しい瞳が、真っ直ぐにこちらを見つめていた。

「ああ。何日でも、何か月でも、何年でも、時間をかけて結論を出せばいい」

　落ち着いた低音の声が心地よく耳に滑り込んでくる。

　一歩先も見えないような霧の中に、一筋の光が射した気がした。その光に向かって手を伸ばすように、アデルバートの頬にそっと触れる。

「何年でも……っていうのはちょっと……でも、ありがとう。そんなこと言ってくれたの、アデルバートが初めてよ」

　桃音はふっと笑ったが、なんだか泣きそうになった。

　今まで恋愛をしてきて「何をもったいぶることがあるのか」、「気を持たせるな」、「迷うくらいなら最初から付き合うな」、そんな否定の言葉しか浴びせられなかった桃音にとって、その温かな返答は胸に沁みた。

　初めは強引に引っ張ってくれるところに魅力を感じていたが、こうして一緒に立ち止まって見守ってくれる優しさはもっと嬉しい。

（私、この人のことが好き……なのかな）

　彼に包まれていると心の奥まで温かくなる。こんなに優しい人が本当に魔王なのだろうか。倒さなければならない存在なのだろうか。

　どうしてこの世界では人間と魔族が敵対しているのだろうか。どうして元の世界に帰れる条件が魔王討伐なのだろうか。

　──やっぱりアデルバートを倒すことなんて、できない。

　桃音はぎゅっと目をつぶった。目尻に溜まった涙の粒を慌てて手の甲で拭う。

「ずっとここにいても新しい考えは出てこないかもしれないな。少し外の空気を吸ってくるといい」

　小さい子を慰めるように頭を撫でられて、桃音は頬を赤く染めた。

「ここから出ていいの？」

　窺うように上目づかいで美しいかんばせを見つめると、アデルバートは深紅の瞳を細めた。

「この城がある古代の森は簡単に抜けることはできない。途中で迷って命を落としてもいいというなら話は別だが」

　彼はからかうような口調で唇の片端を吊り上げた。

「そ、そこまで行かないように気をつけるわ」

　そうして日が上り、朝食を済ませた後、桃音は一人で城の外へ出た。
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　長袖のシャツワンピースを着た桃音が外に行くのを見送ったアデルバートの前に、黒い影が跪くように現れた。すうっと人の形をとったそれは、月の光を溶かしたような銀の頭をしている。

「ルディか。どうした？」

「陛下に申し上げます。森の中に人間たちが数名侵入いたしました。こちらを目指しているようですが、低級の者たちでは歯が立たないようで、おそらく──」

「ああ、勇者と呼ばれる者たちか。俺が眠りから覚めた時に森の結界は消えたとはいえ、思ったより早かったな。百年ぶりに召喚された聖女の力は覚醒していないが、人間たちの方は骨のある奴が誕生しているようだ」

　アデルバートは艶のある深紅の瞳を窓の方へ向けた。その表情は氷のように冷酷だ。

「あの聖女を外に出してよかったのですか？　よもや合流するつもりでは？」

「モネの居場所は把握している。それに人間どももすぐにはここへ辿り着くことはできないだろう」

　城の周囲に近づけば近づくほど瘴気は濃くなり、魔族の中でも一筋縄ではいかない者を配置している。結界を張らなければ存在を隠せなかったほどの魔力を持った魔物たちを相手に、ここまで無事に辿り着ける者は数少ない。

「さっさとあの聖女から魔力を搾取すればよいではないですか」

「そうすれば、モネの命が消える」

「そんなこと、どうだって──」

「本当にどうでもいいと思うのか？」

　声を荒らげたルディを遮って、地の底から響くような静かな怒りを含んだ言葉が室内に響く。

「それは……」

　ルディはびくっと肩をすくめて言葉を濁した。彼も桃音が魔族に対して警戒することなく、普通に接してくれていることを知っていた。

　敵陣にいる自覚がなく、毎日ファティマと服のデザイン画を楽しく構想していたり、城の掃除を手伝ってくれたりと、ルディの知る人間とはまったくかけ離れていた。

「ですが……珍しくイグニスが警戒しておりますので、念のためご報告差し上げた次第です。失礼いたしました」

　ルディはそう言って、石床の影の中に溶け込むように隠遁していった。

「あいつが……」

　アデルバートはひとりごちた。

　イグニスはアデルバートやルディと共に人間の姿を取っているが、力を解放すれば炎を自在に操る竜へと変貌する。硬い鱗は並大抵の剣をもってしても貫くことはできず、魔法すら弾き返せるのだ。だが、その彼が警戒心を露わにしているということは、心に留めておいた方がいいだろう。

「イグニスも感じ取っているのか、聖剣の力を……」

　聖剣と聖女の力と合わせれば、アデルバートの魔力をもってしても耐えきれるかどうかわからなかった。前回の戦いでは聖女の力こそ絶大なものだったが、勇者と呼ばれていた男は聖剣を扱える力がなかった。

　だからこそ、アデルバートは結界を張るだけの余裕が残っていた。

「モネ……」

　何も知らずにこの世界に呼ばれた乙女。勇者がこちらに来ていることを知ったら、彼女はどうするだろう。元の世界に帰るために、あちらの陣営につくかもしれない。

　外に出ていいと言っておきながら、そばから離れた途端に感じるこの心に吹く空虚な風はなんだろうか。

　自然とアデルバートの足は前に出て、彼女のまとう魔力の匂いを求めて歩き出していた。
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「薄暗いのね」

　城の外に出て周囲を見渡した桃音は、ぽつりと漏らした。

　高い樹木が生い茂り、青い空はその梢からわずかに覗く程度だった。樹齢百年は軽く超えていそうな大木が何本も立っている。足元には雑草が生い茂り、敷かれた石畳が辛うじて見えるくらいだった。

　それでも久しぶりに吸う外の空気はおいしい。

　腕を高く伸ばして深呼吸してから、桃音は前に足を踏み出した。

「静かね……」

　耳を澄ましてみても、鳥のさえずりすら聞こえない。ただ、さわさわと木立を揺らす風の音と、桃音が進む度に踏みしめる草の音だけが耳に届いた。

「最善の策は……」

　ゼルトザーム国は魔王の復活を阻止したい。アデルバートは完全復活してこの国を支配したい。どこかで折り合いをつけることはできないのだろうか。

「国を半分こにするのはどうかしら……って、どこかのゲームに出てくる魔王様じゃないんだから」

　そもそも、なぜ彼はこの国を支配したいと思うのだろうか。だからこそ人間側も警戒して敵対しているのではないか。

「やっぱり、アデルバートに聞くしかないのかな。あ、もしかしてファティマなら何か知ってるかも」

　桃音は唇を引き結んで小さく頷いた。

　アデルバートが部屋にいない間はファティマがそばにつくようになっていた。逃げ出さないための監視役なのだろうが、どうやら彼女とは趣味が合うらしい。桃音がいた世界の服や小物のデザインを紙に書いてみせると興味津々な様子で、ああでもないこうでもないと話が盛り上がり退屈しなかった。

　ファティマはベビードールをいたく気に入っていた。他にも桃音が以前カタログなどで見たことがある攻めた下着を思い出しながらデザイン画を描いた。それをアデルバートに見せ、サイズも説明してファティマ用に作ってもらったら、どうやら人間の男性に「好評」で、つい昨日は今までの何倍も肌がつやつやになっていると感動していたくらいだ。

「うん。後で聞いてみよう」

　急いで結論を出すことはない。そう思うと心がすっと軽くなった。

「アデルバートのおかげだわ」

　元の世界に戻れたら、生まれ変わったつもりで人生をやり直したい。仕事が解雇されていたとしても、また新しい道を探せばいい。

「でも、戻ったらもうここには……」

　アデルバートには二度と会えない。そう思ったら胸がぎゅっと苦しくなった。

（やっぱり好き、なのかな……）

　ちょっと強引な所もあるけれど、桃音の望みを叶えてくれて、話も否定せずに聞いてくれる落ち着いた包容力のある大人の雰囲気をまとった人。

「だいぶ年上だけど」

　桃音は苦笑した。理想通り、いやそれ以上の男性に出会えたのに「魔王」とは、神様も意地が悪い。

　──もう少し、そばにいたい。

　だが、それも魔力が完全復活するまでの間だけだ。最後には捨てられるか、最悪、命を取られてもおかしくない。彼がそんな残酷な人物にはどうしても思えなかったが、印象だけではわからない。

　つがいにする、というのも口でならなんとでも言える。

「まだ……答えは出さなくていいのよね……」

　桃音はかぶりを振った。気分転換のために外へ出たのだ。少しだけ何も考えずに過ごしてみよう。

　しばらく行くと、短い下草の生えた少し開けた場所に出た。十分に陽の光が届いているせいか、花が咲いている。

「綺麗……」

　一面にアネモネのようなかわいらしい花が群生していた。赤や青、黄色や紫など、彩り豊かに咲き乱れるさまは、恐ろしい魔王の森には見えない。花を踏みつけないように気をつけながら奥の方へ歩いていく。

「これを摘んでもいいかしら。部屋に飾ったらだいぶ雰囲気明るくなると思うんだけど」

　桃音は誰に言うでもなくそう呟くと、しゃがみ込んだ。下草が肌に触れてくすぐったかったが、おかまいなしに花に手を伸ばした。

　ピンク色の花を摘んでその香りを嗅ぐ。とても爽やかな甘さを感じて彼女はうっとりする。

「いい匂い」

　一輪だけでは寂しいと思い、何本か色のちがうものを選んでいく。花弁が散らないように慎重に左手に花を集め、束にしていった。

　異変を感じたのは、花を十本ほど摘んだ時だった。左腕を何かに引っ張られるような感覚があった。雑草にでも引っかかったのだろうかと、後ろを見てみたが何もない。それが今度は右腕にも感じた。

「何……？」

　魔王の城の敷地内だ。もしかしたら目に見えない何かがいるのかもしれない。森の奥に行くなと言われたが、ここもあまりよくないのだろうか。

　心配になり、立ち上がった時だった。左右の二の腕辺りがぐっと後ろから引っ張られ、転びそうになった。

「きゃっ」

　思わず開いてしまった手から色彩の花が零れ落ちた。

　尻もちをつくと覚悟した彼女の体が突然浮き上がったように感じたのは、腰の辺りを何かに掴まれたからだ。

「何、何……なんなの？」

　腰回りと腕に目をやると、そこには緑色の太い蔓のようなものが巻きついていた。それをはずそうにも両腕を拘束されているのでどうにもできない。

「誰っ？　やめて！」

　半分浮いたような状態で後方にずるずると引きずられていく。懸命に肩越しを見やるとそこには太い木の幹があった。あそこにぶつかったら痛いだけでは済まないだろう。

「いや！　助けて！」

　桃音はぎゅっと目をつぶって叫んだ。しかし、想像していた衝撃は背中にこなかった。ただ体が先ほどより上に引っ張られる感覚があった。足が地面についていない。

（これじゃ、磔みたいじゃない！）

　両腕が左右に大きく開かれ、巻きついた緑の蔓は上の方に何本も繋がっているらしい。

　何がどうなっているのかわからなくて、焦りと不安で鼓動が早鐘を打ち始めた。

　身をよじると、背部にざらりとした木の幹がある。

　ぽたりと肩に雫が垂れてびくっと体を震わせた。

「離してよっ」

　じたばたと暴れてみるが、体が揺れるだけで足は空を切るばかり。逆に木の幹に踵がぶつかって痛い。

　再び、雫が落ちてきた。今度は桃音の首筋にそれが伝い落ちる。もがいて胸元のボタンがはずれたせいで、少し黄味を帯びた雫が服の中に入ってきてくすぐったい。

「樹液……？」

　恐る恐る見上げると、枝葉には赤い椿の蕾のようなものがたくさん見えた。

　腕や体に巻きついている蔓も、木の上方から垂れ下がっている。

　どうやら自分はこの木に捕らわれているらしい。両腕は吊り上げられたままだし、腰の辺りに巻きついた蔓は木の幹に絡んで、体が動かないようにされている。普通の植物ならば蔓が勝手に伸び縮みするはずがない。だがここは自分の知っている世界ではない。確実にこの木は意思を持っているのだ。

（どういう意思があるっていうの？　アデルバートたちみたいに話が通じる相手には見えないんだけど……）

　さらに目を凝らすと、その花がパッと開いた。そこから雫が落ちてきて、避ける間もなく桃音のぽかんと開いた口の中に滑り込んだ。

「んっ……」

　むせそうになって反射的に飲み込んでしまってから、どきりと胸が大きく高鳴る。

「ど、毒とかじゃないよね？」

　舌に残った雫がじわりと口の中に芳香を残す。蜂蜜のように濃厚でかなり甘い。味は悪くないが、得体の知れないものを体の中に入れてしまった。

　これ以上見上げていたら、また口の中に落ちてくるかもしれない。桃音は足元に目線を移した。地面までは五十センチメートルくらいだろうか。落ちても怪我はしない程度の高さだ。

「絡みついた蔓さえ切れればなんとかなるかも」

　桃音は右腕に力を入れて懸命に木の幹に押しつけた。上下に動かして蔓を擦り切ろうと考えたのだ。

　少しだけだが、動かせないことはない。何もしないよりはましだと、桃音は夢中で右腕を幹に擦りつけた。その度にぼたぼたと雫が落ちてきて頭から濡れていくが、そんなことを気にしている暇はない。服の中にもぞろりと粘性の雫が流れ落ちるが、あとで洗えばいいことだ。

「……っ、だめ……」

　蔓は思ったよりも頑丈で、ちっとも切れる気配がない。それに腕を動かす度に衣服が肌に擦れる刺激の方が気になって集中できなくなってきた。

　少しでも身じろぎすると胸の先がブラジャーに擦れて甘い痺れを湧き起こす。雫がそこにも垂れて、濡れているから余計に変な気分になるのだろうか。

（アデルバートにいつも舐められてるから……）

　彼の舌の感触を思い出すと、下腹部がずくんと疼いた。それが引き金になったかのように、頭の中は彼に与えられる官能のことでいっぱいになった。

「こんな時に、何を考えてるのよ……」

　ここから逃げることだけを考えなければならないのに、抵抗すればするほど微かな刺激が桃音の官能にじれったく響く。

　もじもじと太腿を擦り合わせながら再び上を向いてみた。

　赤い花がさきほどよりも数多く開いている。この世界では花はパッと咲くものなのだろうか。その花がさらに開いてのこぎりのような牙を剥き出しにした。

「きゃあっ！」

　それは花によく似た口だった。雫はさながら涎といったところだろうか。獲物を前にして、早く食べたいとだらだら零していたのかもしれない。すぐに食べなかった理由がわからないが。その花がゆっくりと蛇のようにこちらに向かって伸びてくる。

「いやぁっ、アデルバート！　助けてぇ！　アデルバートぉ！」

　きつく目を閉じ、悲鳴を上げると、声の続く限り何度も彼の名を呼んだ。

「まるで絵画の中の磔の聖女だな」

　ふいになじみのある低音の落ち着いた声が桃音の耳に届き、ハッと目を開けた。

　涙で滲んだ視界に、花畑を悠然と歩いてくるアデルバートが映った。

　ゆるやかな風に長い髪がなびき、中性的な顔つきは凛々しくも美しい。彼の方がよほど絵画のモデルのなりそうだ。

　ピンチに颯爽と現れたヒーローのごとく、その姿は城の中での姿より燦然と輝いて見える。

「アデルバート！　助けて！　私、食べられちゃうっ」

「そんなに甘い蜜を振りまきながら、俺に助けを求めるのか」

　そばまでやってきた彼は桃音を見上げ、おかしそうに唇を三日月のような形に変えた。

　いつもは顔を上に向けないと目が合わないのに、宙づりにされているせいで、彼の顔が桃音の胸の辺りにあって、なんだか落ち着かない。恥ずかしい時は下を向けば彼の視線から逃れられるのに、今はどこにも逃げ場がなくて、夜空に燃える星のように煌めく神秘的な瞳から目が逸らせない。

「何も心配する必要はなかったようだな」

　アデルバートはふっと安堵したように笑う。

「ど、どこが心配ないのよ！　上、見て！」

　ハッと我に返ってそう言いながら自身も茂る枝葉を見上げたが、なぜか花はどこかに隠れたのか見えなくなっていた。

「いたずら好きの低級モンスターだ。許してやれ」

「許せるわけないでしょ。もう、早く助けてよ……」

　垂れてきた雫のせいで体中がベトベトする。

　牙をむいた花の姿が見えなくなり、アデルバートの顔を見て安心したせいか、また体の奥が疼き出してきた。

「アデルバート……お願い、助けて……」

「本当に聖女かわからなくなってきたな。これしきのモンスターにいいようにされて」

　そう言いながらワンピースのボタンをはずしてきた。

「ちょ……何して……っ」

　ぷちんと音がしてブラジャーのフロントホックがはずされると、二つの乳房がまろび出た。その先端はつんと上を向いて薔薇色に染まっている。雫で濡れ光る様は扇情的だ。

（なんで今日に限ってこの下着を選んじゃったかなあ、私！）

　桃音は顔を赤くしたが、ちょうど胸が彼の目線の高さにあり、じりじりと見つめられる視線を感じて肌が熱くなった。

「助けてほしいのだろう？」

　ついと長い睫毛が上がり、深紅の瞳が妖しく光った。その含みを持たせた言い方に、ごくりと唾を呑み込む。

「そ、そうよ」

　頷くと、アデルバートの手がやわやわと乳房を掴み、先端に向かってすぼめるように指を滑らせた。雫のせいでぬるりとなめらかだ。

「ひゃ……ん、た、助けてって言ってるのに……！」

　一撫でされただけで、腰がびくんと跳ね、秘花から蜜が溢れるのを感じた。いつも触れられているとはいえ、最初からこんなに感じることが今まであっただろうか。

「こんなに熱を溜めて」

　おかまいなしに硬くしこった乳嘴を優しく扱かれて、もう片方は舌でねっとりと舐め上げられる。

「ふぁ……っん、やだ……っ」

　頂から与えられた官能はすぐに下腹部の奥に集まって、かっと火を付ける。

「溜め込むともっとつらくなるからな」

　温かな吐息が胸にかかって肌が興奮で粟立った。その上を熱い舌が這う。

「あぁっ……」

　身もだえすると、ぎしっと蔓が軋んだが、吊り下げられた体勢は変わらない。両腕は拘束されたままで、無防備な胸がアデルバートの好きなように貪られている。

「甘すぎてこちらもおかしくなりそうだ」

　乳嘴を口に含んだアデルバートは、飴玉を転がすように舌を絡ませてきた。その尖りの根元を執拗に舌で擦られて、桃音は白い喉を晒して啼く。

「あぁっ、だめなの……そんなに舐めちゃ……っ」

　強烈で甘美な愉悦がびりびりと体を貫き、その疼きを逃がすように足をばたつかせる。

「下ろして……こんな格好、誰かに見られたら……っ」

「他の者がいようとも、お前が俺のものだと見せつけるいい機会にしかならないな」

　白い肌をきつく吸われ、小さな赤い痣ができた。それが、一つ、また一つと増えていく。

「あ、あっ……んんっ」

　唾液をたっぷりと絡ませて乳嘴をじゅくじゅくと吸われ、抗いがたい愉悦が桃音を絶頂へと押し上げていく。

　アデルバートがゆっくりと唇を離すと、赤く腫れ上がった乳嘴がぷるんと小さく震えた。空気に触れただけでもじんじんするそこを今度は指で摘ままれ、こよりを作るように扱かれる。

「やぁ……っ、あぁんっ、おかしくなっちゃう」

　木の幹に体を擦りつけながら、桃音は悲鳴のような嬌声を上げた。

　反対側の乳嘴をちろちろと舐められ、甘く歯を立てられた瞬間、体の奥がきゅうっと強く疼いてびくびくと腰が跳ねた。蜜口から熱い雫が勢いよく噴き出し、ショーツで受け止めきれなかったそれは内股をたらたらと濡らしていく。

　子宮が切なくうねり、愉悦の余韻が続いているというより、さらに奥までの刺激を求めて疼いていた。

「ふ……ぁ……っ」

　膝の裏を伝い落ちていく蜜の感覚がくすぐったい。

「胸をかわいがっただけで、イったのか」

　アデルバートの長い指が桃音の頬を流れる涙を掬う。

「だが、まだ欲しいだろう？」

　艶のある声に、ひくんと蜜壺が震えた。絶頂を味わったばかりなのに、もう次の愉悦が欲しいと体が訴えてきている。

　昼間から、しかも屋外という非常識極まりない状況なのに、桃音はどうしても今すぐアデルバートが欲しくてたまらない衝動に背中を押されていた。

「アデルバート……」

　潤んだ瞳で彼を熱っぽく見つめれば、彼も蠱惑的な視線を送ってきて、ベルトをはずして服の前を寛げた。そこには桃音の一番欲しいものが堂々と屹立していた。腹につきそうなほど反り返った剛直の先端は濡れ光り、凶暴な熱を放っていた。

　ワンピースの裾をまくるのと同時に、太腿に何かが絡みつくのを感じた。服を巻き込みながら緑の蔓が桃音の足を持ち上げてゆっくりと左右に開いていく。

「あ……っ」

　くぱ、と淫靡な花びらが開いた感覚があって、熱い雫が蕩け出た。

「もっと気持ちよくなるように手助けしてやる」

　ショーツをぐいとずらされ、蜜口に亀頭が押し当てられた。

「あつ……い……」

　圧倒的な質量がぬぷりと隘路を拡げ、蜜を絡ませながらねっとりと侵入してくる。ぞくぞくと甘美な刺激が腰の辺りから背中を駆け上がり、額にむず痒さに似た痺れが集まって、桃音は唇をはくはくと震わせた。

「お前の中の方が熱い」

　太腿をがっちりと掴んだまま、アデルバートはにやりと口の片端を吊り上げた。

「動くぞ」

　こく、と頷くと、ずるりと引き抜かれた剛直が一気に戻ってきて最奥を穿つ。

「ああぁっ」

　その衝撃に、きゅうっと子宮がわなないて蜜襞が彼のものに絡みつく。

「押し出されそうだ──」

　眉をひそめつつも、嬉しそうな声色を上げたアデルバートは力強い抽送を繰り返した。

「ひぁ……っ、あっ、あっ、いい……っ」

　うねる愛窟を何度も擦られ、最奥の扉を何度も叩かれる。視界が揺さぶられ天を仰いだ桃音の瞳には、淫猥な行為に似つかわしくない爽やかな青空が映った。

　──こんな所でシちゃうなんて。

　今までなら恥ずかしくてできなかったようなことも、ここではなぜか心が解放的になれた。相手がアデルバートだからだろうか。彼にだったらすべてを委ねてもかまわない気がする。

　アデルバートがしたいなら、そう言うなら、望むなら、喜ぶなら──

　胸が熱くなる、ますます鼓動が加速する。

「は──あっ、あんっ、あぁっ」

　甘い熱をはらんだ息が上がっていく。全身が汗ばんで服が肌に張りつく中で、桃音は蕩ける瞳でアデルバートを見つめた。

「明るいと、モネの感じている顔がよく見えていいな」

　いつもよりも余裕のない表情でがつがつと穿つ様子は、まるで腹をすかせた猛獣のようだった。その額から汗が流れ落ちる。情欲の炎を灯した瞳は桃音の心を捉えて離さない。

「もっとかわいい声を聞かせてくれ」

「ふぁ……っ、あぁっ、それ……やぁぁ……っ」

　アデルバートが熱杭で擦り上げながら、両方の乳房を同時に揉みしだく。あちこちから伝わってくる愉悦が頭の中で大渋滞を起こし、思考がぐちゃぐちゃに乱れた。

「モネ。舌を出せ」

　何も考えられなくなって、アデルバートに言われるままに口を開けて舌を伸ばすと、そこに彼のそれが絡みついた。

「あっ、は──」

　ぬるぬるとつかず離れずに互いの唾液を舐め合い、ついに噛みつくようにアデルバートに口づけられた。口腔の中を余すところなく舌で愛撫され、奥まで彼で満たされる。

「んっ……ふ……ぅ」

　容赦ない抽送に結合部から愛蜜が溢れ、内腿はすでにびしょびしょになっていた。

「今までにないほどの魔力の溢れようだな」

　桃音の濡れた唇を舐めながら、アデルバートは機嫌よさそうに笑う。

「だが、そろそろ限界のはずだ」

　そう言って、桃音のしたたかに濡れている秘所に左手を伸ばした。指先で何かを弄っている、とその真意に気づいた時には遅かった。

「ひ──んんっ」

　薄い皮を剥かれ、硬く張り詰めていた花芽をくりくりと撫でられる。その瞬間、電気が走ったみたいに強烈な痺れが沸き起こって、思わず腰を大きく揺らしてしまった。

「あぁっ……やだぁ……っ」

　全身にぶわっと汗が浮く。くに、と指先で花芽を押し倒されただけで、息が荒くなった。まろび出ている乳房がぶるぶると揺れるのもおかまいなしに、桃音は必死にその強烈な愉悦を逃がそうともがいた。

「アデルバート……あ、あぁ、いいっ」

　剛直で中の弱い部分を擦られ、指先で外側の敏感な花芽を撫で回され、蜜壺が大きくうねった。

「あんんん……すごい、奥、気持ちいい」

「俺も気持ちいい。モネの中がいやらしく絡みついてくる」

「恥ずかしいから……そんなこと……あぁん！」

　羞恥と快感と求められる幸せが、彼の力強い律動でさらに高められていく。

「どんなモネでもかわいい。早く俺のつがいになると言え」

　こめかみから汗を流しながら、アデルバートはぽろぽろと涙を零す桃音を真っ直ぐに見つめてきた。

「な、ならないったら──」

　逸らすことのできない真摯な眼差しに、心を射貫かれた気がして一瞬だけ息が止まる。だがすぐに、内と外から与えられる愉悦に溺れて、言葉らしい言葉は発せなかった。

「あっ……あ、あぁっ、ああぁぁ！」

　淫らに踊る乳房が彼の唇に捕らえられ、嬲るように激しく舐めしゃぶられた途端に、頭の中が白い波に攫われて全身がびくびくと震えた。同時に結合部から、ぐしゅ、と愛蜜が溢れ出る。

「ふ……あぁ……っ」

　身も心もぐずぐずに蕩けて、すべてがどろりと弛緩した。

「俺もモネの中でイかせてくれ」

　ことさら乱暴に腰を振るいたてたアデルバートは、その欲望のすべてを最奥に吐き出した。

「──っく、んん……」

　その熱い飛沫を感じた蜜襞が細かく収斂し、桃音は陶酔し切った顔で短く浅い呼吸を繰り返していた。手足にはもう力が入らず、指先は意思なく垂れる。

「少しは楽になったか？」

　剛直を引き抜いたアデルバートは、服を直すと桃音の両腕に手を差し入れた。すると彼女の体に絡みついていた蔓が、するすると解けて木の葉の陰に隠れていった。かわりにその体をアデルバートが抱きかかえる。

「楽に、ですって……？」

　それどころか、まったく腰が立たないくらい体から力が抜けてしまった。

「あ、アデルバートが早く下ろしてくれたらこんなことには……っ」

「そのわりに、この上なくいい声で啼いていたように思うが」

　肩に担がれるように抱き直されて、桃音は赤い顔を彼の首筋に押しつけるようにして隠した。

「それにしても、ずいぶんと汚されたものだな」

　アデルバートは花モンスターの涎のついた桃音の体を見て呆れた声を出す。

（それを言ったらアデルバートだって……）

　口には出さなかったが、桃音はぎゅっと彼の肩を掴む。

　たっぷりと注がれた熱い白濁が今も桃音の愛蜜と混じり合って、内腿をべたべたに濡らしていた。

（こんなに毎日してたら、妊娠……とかしないのかな）

　どきんと胸が高鳴った。角の生えた赤ちゃんを抱っこしているところを想像して、ないないと目をつぶって妄想をかき消す。人間と動物の間に子供ができないように、魔族とでも同じ理屈なのだろう。

　──でも、もしそれが可能なら、私をつがいにするっていうのも本気なの？

　まだこんなにも胸がドキドキしているのは、さきほどの行為から時間が経っていないせいだろうか。

　桃音が目を閉じて愉悦の余韻に浸っている間に、アデルバートは彼女を担いだまま城の中へ戻り、どこかで立ち止まった。扉を開ける音がして、ふわりと温かい湯気が体にまとわりついたので、そこで桃音は目を開ける。

　部屋にもバスタブがあったが、どうやら広い湯殿の方へ連れてこられたらしい。

　彼が服を着たまま何食わぬ顔で進み、湯に足を突っ込んだのでぎょっとしたが、足元から溶けるように靴も服も消えていく。彼の魔法は本当に見ていて飽きない。

　同じように、桃音の服も湯に浸かった部分からすうっと溶けていった。

　掴んでいた服が消えて、桃音は彼と肌をぴったりと合わせることになり、急に恥ずかしくなってきた。

　湯の中に腰を下ろしたアデルバートと向かい合わせに座るような形で肩まで湯に入ると、長い髪がゆらゆらと水面で揺れた。

「俺が体を洗ってやろうか」

　背中を抱きかかえていた大きな手がゆっくりと肌をすべり、双丘を撫でる。

「あ……っ」

　桃音はびくっと肩を震わせ、頬を赤く染めた。

　洗うというのはその手で体中をくまなく触るということだろう。その結果がどういうことになるのか、今までの展開から容易に想像できた。それなのに胸の高鳴りは治まらず、きゅんと子宮が期待に疼く。

　揺れる水面の上からでもわかる彼の上向いた剛直が目に入り、ごくりと唾を呑み込んだ。

　さきほどあんなに激しく中を擦られ、まだ下半身に力が入らない。その状態で再び繋がれ、愉悦を送り込まれたらいったいどうなってしまうのだろう。

　一日中起き上がれないかもしれない。そんなのは恥ずかしすぎていやだと思うのに、首を縦に振ってしまい、自分でも驚く。

「ち、ちが……な、なんでだろう」

「まだ催淫作用が抜けないようだな」

　くくっとアデルバートが笑って、からかうように秘所を指でなぞった。

「あン……っ、な、何、それ」

　桃音が腰をくねらせると水面が大きく波打った。

「さっきのいたずらモンスターが生成する粘液だが、あれを飲んだり肌から吸収したりすると催淫効果が現れる。もともと他の生物の精気を吸って生きているモノだ。やがて成長すると淫魔として自立して巣立つ」

「だ、だったらすぐにここに連れてきて、洗い流してくれればよかったのに」

　アデルバートの顔を見ただけでいやらしい気持ちになってしまったのは、あのモンスターのせいだったというわけだ。なんだかホッとしたようながっかりしたような複雑な気分だ。

（あれ、でもそういえば……）

　粘液でべたべたになった桃音の体をアデルバートは舐めていなかっただろうか。それも軽くではなく、たっぷりと吸いつくほどに。

「ね、ねえ。アデルバートは大丈夫、なのよね？」

　心配になった桃音は念のため尋ねてみた。

「あんなもの関係なく、俺はもっとモネをかわいがりたい。今すぐにでも甘い啼き声を聞きたい」

　強度を保ったままの屹立を見れば、その発言が冗談ではないことがわかる。しかしながら桃音の中に催淫効果が残っているからなのか、目を逸らすことができない。

「まだ体に力が入らないの。私が……口でしちゃだめ？」

　小さく唾を呑み込むと、普段なら絶対に言わないであろう大胆すぎる言葉が滑り出た。これもあの粘液のせいなのだろうか。

「口でする、とは？」

「私が、アデルバートのそれを舐めて気持ちよくしてあげるの」

　言葉で説明しようとすると、さすがに恥ずかしい。

「モネの世界では、普通のことなのか？」

　この世界にはどうやら女性から男性への口淫は行われていないらしい。なんだか急に自分が淫乱な女になったみたいで、彼に引かれないか心配になってきた。

「モネがしたいのなら、かまわない」

「雑誌とかで読んだだけだから、う……うまくできるかわからないけど、さっき助けてもらったし。それにいつも服を作ってくれたり、一緒にご飯食べてくれたり……の、お礼もしたいから」

　林檎のように真っ赤になった頬に手を当て、おくれ毛を耳にかける。

　アデルバートに礼をしたかったのは本当だ。迷っていた自分の手を引っ張って先へと導いてくれた人であり、すぐに出ない答えをじっと待っていてくれる人。そうしてもいいんだと心が楽になった。今までの自分が報われた気がした。

　アデルバートが浴槽の縁に腰かけたので、桃音は膝をついて彼の脚の間に体を滑り込ませた。それだけでもドキドキするのに、目の前には巨大な塊がそびえていて、頭の先から茹で上がりそうになる。

「いや……だったら言ってね？」

　そっと手を伸ばして剛直の根元を優しく掴むと、ぴくっとそれが動いたような気がした。

　ぎりぎりまで顔を近づけ、目を閉じると唇に熱いものが触れた。ちゃんとしたやり方は知らない。それでも自分が彼にされて気持ちよかった方法を思い出しながら、ちゅっと音を立ててキスする。

　それからアイスクリームを舐めるみたいに舌を動かす。実際にはずっと熱くて甘くはなかったが。裏側の筋張った部分に舌を這わせると、微かに吐息が漏れるのが耳に届いた。

　ここが気持ちいいのかもしれないと丁寧に舐めたり吸ったりしていると、竿口から雫が少しずつ溢れてきたので、思い切って亀頭ごと口に含んで、じゅ、と吸う。若葉のような瑞々しい独特の味と匂いが鼻に抜けていった。

「モネ……」

　かすれた声で名前を呼ばれ、目線だけを上に向ければ、アデルバートの熱をはらんだ視線とかち合った。黄金比の美しい面立ちが、蕩けたような表情で目元を赤く染めている。

　その顔を見たら、桃音の体の奥がずくんと疼いた。

　──もっと、ずっと、アデルバートと一緒にいたい。

　彼が欲しくてたまらない。これは本当に催淫効果の延長線にある感情なのかわからない。

　ただ、ずっとこうしていたくて、桃音は夢中で剛直を口に含んで喉の奥まで満たし、吸い上げた。懸命に舌を絡ませて、浮き上がる逞しい血管の一本一本を愛でるように舐めた。

「ふ……っ」

　息を詰めた苦し気な呼吸と、張りつめるほどの剛直の昂ぶりが強くなってきて、桃音は唾液を呑み込むのも忘れてじゅぽじゅぽと何度も唇で熱を擦る。

　細い肩を撫でてくれる手が優しくて、心が温かく満たされた。

「モネ……離してくれ。このままではお前の──」

　浅い息遣いの彼を見上げて、桃音はきゅっと眉を寄せただけで奉仕を続けた。

「う……っ、く……」

　やめるつもりのない桃音の耳にアデルバートの微かなうめき声が届いた。ずっと咥えているのはつらかったが、想いのすべてを込めて口淫を繰り返した。

「は──」

　アデルバートの悩ましげな声が漏れたかと思うと、熱の塊が舌の上でびくびくとわななき、どくんと欲望が爆ぜた。

　勢いよく咥内を満たしたそれは喉の奥にも流れ込んできて、反射的に嚥下し、体の中に流れていく。最初に口に含んだ雫の何倍も濃厚な香りが抜けていった。

　さすがに苦しくなって口を離すと、唾液と混じった白濁が唇と亀頭の間に弓なりに糸を引く。つっと、それが途切れると、桃音は小さく咳き込んで濡れた口元に手を当てた。

「き、気持ちよかった……？」

　たぶん、うまくできたのだろうとは思うが、彼の口から聞くまでは心配だ。

「──かなり」

　熱っぽい瞳でアデルバートは桃音の頭を撫でる。

「よかった」

　恥ずかしかったが、してよかった。安心してにこりとはにかむと、彼もふっと笑って桃音を湯の中から引き上げ、キスしてきた。

「ん……っ」

　思いもしない返しに、胸がどきんと跳ね、そのまま熱い口づけに身をゆだねる。角度を変えて何度も互いの唇を貪るように吸い、舌を絡ませた。

「これで、落ち着いた……？」

　キスの合間に、ほうっと甘いため息をついて、桃音はうっすらと目を開けた。

「何がだ？」

「へ？」

　桃音は目をぱちくりさせて目線を落とした。そこにはまだまだ昂ったままの──

「う、嘘でしょ……」

「モネの頑張っている姿を見たら、ますます繋がりたくなった」

　その完璧すぎる笑みは、魔法のように桃音の体を動けなくする。

「やぁ……っ、もう、だめだってば！」

　抵抗むなしく浴槽の縁に手をついて立たされ、たちまち背後から熱い剛直で貫かれた。

「自分の足で立てている。まだ大丈夫だろう」

「壊れちゃうからぁ……っ」

　最奥に何度も甘怠い衝撃が訪れ、グラグラと視界が揺れた。

　ばつん、ばつんと激しく肌がぶつかり合い、水面が大きく波立つ。

「あン……っ、アデルバートのばか……っ」

　悪態をつきながらも、最後には声が枯れるまで啼かされ、後背位のまま最奥にたっぷりと欲望を注ぎ込まれたのだった。

　なんて自分勝手な人なのだろう。それなのに憎めない、そばにいたい。

　催淫効果がまだ切れていないのだろうか。

　──アデルバートと離れたくない。

　はっきりと自覚できるほど、心の中は彼でいっぱいだった。だが口にするのは堪えた。言ってどうなるのかという思いの方が強い。

　笑われて終わりかもしれないし、惚れた弱みにつけ込んでますます桃音から魔力を奪おうとするかもしれない。そうなったら本当に世界の終わりだ。

（だからといってアデルバートを倒すことも、できない……）

　もう、このまま時間が止まってしまえばいいのに。

　瞼を閉じれば、睫毛に乗った涙の粒が、心細いとでも言いたげに小さく震えていた。







第四章 魔王と結婚すると世界が平和に








「アデルバート様のことをもっと知りたい？」

　ガーターストッキングのレースの部分をしげしげと見つめながら、ファティマは桃音の言葉を繰り返した。

「そう。昔はどんな感じだったのかなあ、とか」

　桃音はこくりと頷いて、服のデザイン画の隅にぐるぐるとペン先を走らせながら、ほのかに頬を染める。

「ふうん。やっとアデルバート様の魅力に気づいたってわけ？」

　テーブルに並べられた他の下着を手に取り、ファティマはにんまりと笑った。

「ち、ちが……っ。そうじゃなくて、えっと」

　はわわ、と口を動かすが、うまい言葉が出てこない。

「動揺しすぎ。わかりやすいわねぇ、モネは。アデルバート様もそういうところが好きなのかしら」

「す、好き？」

「いっつもモネを離さないじゃない。人間にここまで甘いところなんて見たことない」

「だって養分なんでしょ、私。だから逃げないように優しくしてくれる。愛情なんかじゃない」

　告白したところで、「勘違いするな、つがいにするというのは逃げられないようにするための嘘だ」などとはっきり彼に言われたら、立ち直れないかもしれない。

　今まで付き合ってきた男性にフラれても次こそはと前を向いてきたが、アデルバートに拒絶されたら心が打ち砕かれそうだ。

　それくらい彼のことを本気で好きなのだと思うと、余計に告白なんてできないし、互いの立場を考えると到底この想いは成就するとは思えない。

「養分って……私が最初に言ったことを気にしてるの？　だったら悪かったわね」

　ファティマは小さくため息をついて、下着をテーブルの上に戻した。

「アデルバート様は戯れで女を抱いたりなんかしないわ。長い眠りにつく前でも、どんなに私が誘惑しても靡いてくれなかった。だけどモネには……」

「それは、私の魔力が必要だからじゃないの？」

「それもあるけど、魔力は強引に吸い上げることができるわ。ただし取られた相手は負荷に耐え切れずに死ぬ。アデルバート様はモネにそれをしない。つまり、とっくにあなたのことを気に入っているのよ」

　気づかないなんて本当にどうかしている、とファティマは付け加えた。

「嘘……」

「嘘をついてどうするのよ。だから私、悔しくて養分なんて言っちゃって。アデルバート様が人間と対等に接するのは、対立して以来なかったことだから」

「対立して以来？　その前はどうだったの？」

　桃音は首をひねった。

「昔のことよ」

　ファティマにとっては思い出したくない記憶なのか、顔をしかめて目を逸らした。

「いいから、教えて。私、アデルバートのこと、もっと知りたいの」

　本当に人間の敵なのか、倒す必要があるのか、感情を抜きにして判断する材料が欲しかった。

「……ずっと、ずっと昔、人間と魔族は共存していたの。普通に町で一緒に暮らしていたこともあった。結婚もできて、助け合って生きていたわ。魔法は重宝されたし、人間の作る料理は……おいしかった」

「ごはん、食べないって……」

　桃音はぽかんと口を開けた。

「今は人間の食べ物なんていやよ。あいつらが嫌いだもの」

　首を横に振って、ファティマは眉を吊り上げる。

「どうして嫌いに？」

　結婚も許されるほど手を取り合って生きてきた二つの種族の間に、どうしてここまで憎み合うほどの溝が生まれたというのだろう。

「人間が悪いのよ。ゼルトザーム国の奴らは魔族の力を戦争に利用した。駒のように扱い、犠牲になっても弔うこともしない。今までの恩を忘れ、そのぞんざいな態度が許せなかったアデルバート様が反旗を翻した。でも人間も新たな武器を創り上げ、魔族の血を引いた強力な賢者を引き連れ、対抗してきた」

　それは初耳だ。桃音を召喚した七賢人たちは、そんなことは一言も教えてくれなかった。

　むしろ魔王は冷酷非道な奴だと罵っていたような気がする。

「それで世界を滅亡させようとしてるの？」

「本気を出したらこの国は一日で消し飛ぶでしょうね。でもアデルバート様の目的は人間を滅ぼすことじゃない」

「じゃあ、何？」

「管理するの、勝手な真似ができないように。人間たちが無駄な争いをしなければ私たち魔族が傷つくこともないでしょ。でも、長い戦いの中で、神託により人間たちは別の世界から人間を呼び寄せた。それが聖女よ。この世界にない血を引く女は聖なる力を携えていて、私たちは一気に劣勢に陥ったわ」

　約百年前に召喚された聖女は、きちんと魔法が使えたらしい。そのやり方をマニュアル本にでもして残しておいてほしかった。

「それで……封印されちゃったんだ」

「正確に言えば、倒される前にご自分でこの森を結界で閉じたの。王であるアデルバート様が斃れると、すべての魔族は消滅してしまうから。私たちを守るためにね。百年近くかけてようやくあと少しで完全に魔力が戻るって時に、あなたが邪魔をしにきたってわけ」

　ファティマの声色に皮肉は込められていても、憎しみのようなどろどろした感情は伝わってこなかった。

「……ごめんなさい」

　ファティマの話を聞くと人間側に非があるように思える。だからといって国を支配し、彼らを管理するのはまた新たな軋轢を生むのではないだろうか。

「別にいいのよ。あなたがここにいる限り、あの人間たちに勝機はないでしょうし」

「あの人間たち？」

「勇者と呼ばれる者たちが、すぐそこまで来ているの。でもきっとアデルバート様が退けてくださるわ。ルディもイグニスもいるし」

　すっかり忘れていたが、勇者も本当に存在していたのだ。

「戦う以外に選択肢はないの？」

「ないわ。だからここでおとなしく待って──」

　ファティマが言い終えないうちに、桃音は立ち上がっていた。

「アデルバートを悪者にはしたくない！」

　昔、この国の人々が魔族にした仕打ちについて説明すれば、戦う相手がちがうということをわかってもらえるはずだ。本当に非難されるべきは、魔族を兵にと命じた人間。それを棚に上げて、人間たちだけが生き残るなんてひどい話だと。

「待ちなさい、モネ！　今は外に出ちゃだめ！」

　駆け出した桃音の耳には、ファティマの声は入らなかった。

　階段を駆け下りて、城を飛び出す。

　一瞬だけ空気に抵抗を感じて体が押し返される感覚があったが、ぐっと足を踏み出すとするりと前に進むことができた。

　途端に、轟音とすさまじい熱風が襲ってきて、悲鳴を上げながら地面に倒された。

「モネ！」

　鋭い声が飛んできて、すぐに抱き起こされた。

「アデルバート……」

　桃音は彼の腕をぎゅっと掴んだ。

「なぜ城の外に……強力な結界を張ったはずだが、それすらも聖女は通り抜けられるのか」

　アデルバートは呆れたようにため息をついた。

「結界？」

　桃音は彼の顔を見上げた。

「そうだ。ここは危険だ。中にいろ」

　今までに見たことのない険しい表情だった。

　しかし次の瞬間、地響きのような揺れと、猛獣の咆哮のようなものが聞こえ、アデルバートがハッとして森の方へ向き直った。

　バキバキと大きな音を立てて巨大な紅蓮の鱗を持った竜が、翼をだらりと垂らして横たわるところだった。その横には白銀の毛並みの三つ首の狼のような巨体が転がっている。その体には赤黒い血がべったりとついているのが見えた。

「魔王アデルバート！　ついにお前を倒す時がやってきたな！」

　土埃の中、青いサーコートにマントを羽織った若い男が、甲冑やローブを身に着けた男たちと共に姿を現した。

　彼が右手に持っている光り輝く剣を振るうと、周囲に茂る葉が点状に赤く染まった。

「そこにいるのは聖女殿か！　我々が来たからにはもう安心だ！　この勇者ユリアヌスがたちどころに魔王を滅ぼしてやろう！」

　そう言って男は呵々と笑う。

（あれが、勇者……！）

　いちいち声が大きくて、至近距離でもないのに桃音は耳を塞ぎたくなった。

「よくもイグニスとルディを……野蛮な輩どもめ。自分たちの軽率な行いを後悔させてやる」

　舌打ちしたアルバートの瞳は昏い憎しみの色を宿す。

　空に向かって掌をかざすと、音よりも速い閃光が勇者たちの頭上から槍のごとく降ってきて、次の瞬間、土埃と轟音に包まれた。

「きゃあっ」

　桃音はその場にうずくまったが、アデルバートが彼女の前に立っているおかげで傷一つつくことはない。

　アデルバートと勇者たちの攻防は拮抗していた。特にユリアヌスの持つ剣はアデルバートの魔法を弾き返す力があり、苦戦を強いられていた。

（当然よ。だって一対四って卑怯でしょ！）

　ゲームの世界では仲間と共に力を合わせてラスボスを倒す展開が王道だが、魔王側の視点だと同時に複数を相手にしているのだから、卑怯極まりなく思える。一対一なら絶対に負けないだろうに。

（みんな親切にしてくれたのに……悪いことなんてしてないのに……）

　桃音は震える唇をぐっと噛み締め、ゆっくりと立ち上がった。

　何度目かの爆風で土埃やちぎれた草の葉、色とりどりの花びらが舞い上がる。アデルバートは桃音を気遣ってか、彼女から離れて勇者たちに応戦していた。

「聖女様、今のうちにこちらへ！」

　戦いを見守っていると、突如、土煙の中から埃まみれの法衣を着た男が現れて、桃音の腕を引いた。ゲームで言うなら僧侶や神官のような服装だろうか。

「わ、私は行きません！　こんなの、まちがってる！」

　桃音は首を大きく横に振った。

「は？　何を仰っているのです？」

「戦いの原因は人間にあるの。魔族は悪くないのよ。それを国の偉い人に伝えて。私もアデルバートを説得してみるから！」

「聖女様。魔族の言うことに耳を貸してはいけません。平気で嘘をつくような者どもですよ」

　男は、アデルバートの方に蔑むような目を向けながら軽く笑った。

「そんなことないっ。昔は仲良く暮らしていたって──」

　懸命に首を横に振ってみせる。

　話せばわかってもらえると思っていたのに、伝わらないもどかしさに焦燥感でいっぱいになる。

「おかわいそうに……闇魔法で洗脳されているのでしょうか。でも大丈夫、ユリアヌス様が魔王を倒してくだされば忌々しい呪縛も解けますよ。こちらにいらして一緒に奴を滅しましょう」

「は……離して！」

　桃音がもがいていると、そこに一筋の閃光が走った。

「モネに触るな！」

　こちらを向いて、アデルバートが魔法を放つところだった。

「アデルバート……！」

　桃音は必死に手を伸ばす。だがそれが、届くことはなかった。

　指先の向こうでアデルバートの体を貫く銀の刃が見えたが、それはまるで映画の中のスローモーションのシーンのようだった。でも桃音自身の体が動くことも叶わなくて、ただただ見ている事しかできなかった。

　剣が刺さった部分からパキパキと音を立ててアデルバートの体が氷のようなものに包まれていく。

「アデルバート！」

　もう一度桃音は叫んだ。今度こそ足を踏み出すことができたが、彼女が触れる前にアデルバートの体は髪の毛先まで完全に氷漬けになってしまった。しかし触れてもガラスのようにつるりとしていて冷たいわけではない。

「嘘、でしょ……」

　その姿はまるで彫像のようだ。瞬きすらしない。

「ははっ、やった！　魔王を水晶に封印することに成功したぞ！」

「覚醒する前で助かったな！」

「これから英雄と呼ばれ、一生困らないほどの報酬が手に入るんだっ」

　ユリアヌスが晴れ晴れとした顔で仲間たちと抱き合っている。

「アデルバート……」

　桃音はその場にへたり込んでしまった。

（どうしよう……私が、来なければ……私の、せいで……）

　アデルバートの戦いの気を逸らさせたのは桃音の責任だ。彼の魔力が完全に復活しなかったのも桃音のせいだ。

　結論を先延ばしにしたが故に、一番大事なものを失ってしまった。

（また……失敗しちゃった）

　喉の奥が苦しくなって、肩が震えた。水晶に封じられたアデルバートの体にこつんと額を当てて涙を流す。

「ごめんね……」

　ぽたぽたと雫が水晶を濡らすが、何も反応は返ってこなかった。

「聖女殿。あとはあなたの聖魔法があれば完全に魔王を打ち砕くことができる。ついに我々の悲願が達成できるのだ！」

　ユリアヌスがそばで哄笑した。

「そんなこと……できるわけないでしょ……」

　俯いたまま、桃音はぐっと唇を噛んだ。頬の上をさらに涙が伝い落ちる。

「何か言ったか？」

　ユリアヌスがしゃがんで桃音の顔を覗き込んでくる。

「アデルバートは何も悪くないのに……」

「はあ？　何を泣いているんだ、君は」

　神経を逆なでするような無遠慮な声だった。

「ユリアヌス様、どうやらこの聖女様は魔族に洗脳されているようです。こいつを封印しただけでは解けないようですな」

　僧侶がやってきて、桃音を哀れみの目で見下ろした。

「ふうん、まあ仕方ないか。封印だけでも百年は復活しないだろうから、国王陛下も文句は言うまい」

　興ざめしたような顔つきで、ユリアヌスはそう告げると立ち上がった。

「では早速王都へ凱旋するとしましょう。もう体力も魔力もすっからかんです」

「聖女様も元の世界が恋しいでしょう？」

　僧侶に手を引かれて立ち上がる。

　帰ったところで、どんな気持ちで生きていけばいいのだろうか。アデルバートのいない世界が想像できない。きっと彼のような人には二度と出会えない。

（どうして好きって伝えなかったんだろう……）

　アデルバートがどう思っていたのか、聞いてみたかった。うじうじ悩んでいないでぶつかっていけばよかった。

（やっぱり優柔不断なのはだめだよね……）

　心の中にぽっかりと穴が空いたみたいだった。

　森の中はしんと静まり返り、風の流れが止まって、すべてが眠りについたように思える。

　周りの音が聞こえない、目に映るすべての景色がモノクロの世界に見えた。

　呆然としたまま、ユリアヌスたちの乗ってきた馬車の荷台に押し込まれる。小さな簡易ベッドに腰かけていたが道は悪く、がたがたと車輪がでこぼこ道で揺れるのが不快だった。

　靴を脱いで膝を抱え、そこに顔を埋めていると、荷台の床板が軋んだ。

「聖女殿、魔王から助け出した褒美をいただこう」

　ユリアヌスはニヤニヤと頬を弛緩させて、桃音ににじり寄ってきた。

「助けてほしいなんて一言も言ってません」

　ふいとそっぽを向く。

「どうやったら洗脳が解けるんだ？」

　ユリアヌスは眉をひそめて、僧侶の方を振り返った。

「さあ。そもそも聖女様には闇魔法を跳ねのける力があるはずですが」

「まあいいや。洗脳が解ければ感謝することになるんだからな。先に褒美をもらっておいてもいいだろう」

　気を取り直したように肩をすくめたユリアヌスは、目を細める。

「なんの話？」

「異世界の女は男を悦ばせる方法をいくつも知っていると、この国の古い伝承に載っている。だが内容までは記されていない。かつての勇者も聖女から褒美として身心脱落するほどの悦楽を得たとか」

　桃音はそれを聞いて顔をしかめた。

「聖女殿も知っているのだろう？　伝承には「ゴホウシ」とあったが、どういう意味だ？」

　何となく想像はついたが、口が裂けても教えてやるわけにはいかない。

　ぷい、とそっぽを向くと、大きくベッドが沈んでシーツの上に押し倒された。

「きゃ……っ」

「ただでさえ戦闘の後は昂ぶりが抑えられないんだ。もう待てない、ヤらせろ」

「いやっ」

　手足を振り回すが、狭いベッドの上では逃げ場がない。しかもユリアヌスの仲間が壁のように立ちふさがっている。

（一対四はやっぱり卑怯よ！）

　ユリアヌスが腰から抜いた短剣が胸元に光り、桃音は体をこわばらせた。剣が差し込まれ、ぶちぶちと音を立ててブラウスのボタンが弾け飛ぶ。

　少しくらい強引な方が好き──というのは、自分がいいと思った相手にだけだった。

　ただぎらぎらと狂犬のように攻撃的な視線が突き刺さり、腕を押さえつける手には容赦なく力がこもり、痛みで指先が痺れてくる。

　そんな男に体を許すのは嫌悪でしかなかった。

「やめて！」

　首筋に舌が這い、桃音は鳥肌が立った。

「アデルバートじゃなきゃ……いや！　もう一度城に帰してよ、彼に会わせて……！」

　ぼろぼろと涙を零しながら、桃音は叫んだ。

「つがいになりたいの！」

　彼の言うそれが嘘だったとしても、今度は桃音の方から追いかけたい。もう一度、彼に会えるなら──

　その途端に手足に力が入らなくなって、ぐらぐらと目が回り、きつく目を閉じる。

「いくら呼んだって、奴はもう──」

　ユリアヌスが口を歪めた時だった。すぐそばで雷が落ちたような大きな衝撃音と共に、馬車が大きく揺れて速度を落とした。

「な、なんだ？」

　ユリアヌスたちが目を丸くすると、御者の叫び声が聞こえてきた。

「闇竜だ！」

　その声に、ユリアヌスたちの顔色がさっと蒼白になる。

「まさか、アデルバートは封じたはず！」

「も、もう戦う力は残ってないぞ──」

「武器は……聖剣は──」

　大きな風が巻き起こって馬車の幌が吹き飛んだ。

「探し物はこれか？」

　地の底から響くような怒りをはらんだ声と共に、骨組みだけになった馬車の荷台に、光るものが目に留まらない速さで天から降ってきて、垂直に突き刺さった。

　勇者たちが飛び退り、尻もちをつく。

「ひぃ……っ」

　それはアデルバートを貫いたはずの聖剣だった。ユリアヌスが慌てて立ち上がり、その柄に手をかけるがまったく引き抜けない。

「くっ……なぜ、だ。封じたにもかかわらず、完全覚醒するとは……」

　勇者の仲間たちが、てんでに馬車の外に飛び出す。

　痺れる腕をついて、桃音もやっとの思いで起き上がった。

　そこには二階建ての家を優に超えるほどの高さと大きさの、漆黒の竜が翼を広げていた。四つ足のかぎ爪は鋭く、瞳は深紅に輝いている。大木が何本も倒れ、降り注ぐ日差しに鱗が七色に光を弾いて見えた。

「綺麗……」

　桃音は思わず言葉を漏らした。その時、竜と目が合った気がした。

「アデルバート、なの……？」

　聖剣によって封じられたはずではなかったのだろうか。その剣を抜こうと、勇者がこめかみに血管を浮かせて奮闘しているが、びくともしない。

「人間は傲慢で、身勝手で、何年経っても変わらない。滅んだ方がマシだ」

　竜がうなると、それは人間の言葉となって頭の中に流れ込んでくるようだった。

　勇者たちは巨大な竜を見上げて、がたがたと震え出す。

　闇竜が口を開けると喉の奥から禍々しい暗紫色の光が集まってきて、その場の空気が重くなった。

「アデルバート！　攻撃しちゃダメ！」

　桃音がベッドの上から声を振り絞ると、ぴたりと竜が動きを止めた。

「世の中には頭にくる人もいるし、許せない人がいるのも確かだけど、暴力は何の解決にもならないの。お願い、戦うのはもうやめて！」

　人間が起こしたことが原因で始まった争いかもしれない。部外者である桃音が口を出すべきではないのかもしれない。それでも、大好きなアデルバートが憎しみに囚われ続けて、繰り返し傷つくところは見たくなかった。

「……モネに免じて、この国を支配するのはやめてやる。人間どもの争いに魔族を巻き込むことがあれば、その限りではないがな」

　長い沈黙の後に、アデルバートが深いため息をつきながら答えた。

　桃音はホッとして肩の力が抜ける。

「どうしますか、我々は戦いますか？　ユリアヌス様っ」

　仲間が武器を握りしめて尋ねるが、歯の根が合わずがちがちと震える声しか出てこない。

「む、無理だろ、こんな覚醒して全回復した魔王なんて……っ」

　ハッとしたユリアヌスが左右を見回してから、馬車を飛び降り、あらぬ方向へと駆け出した。

「ユリアヌス様！　聖剣は!?」

「あんなもの、もういい！　撤退だー！」

　ユリアヌスが全力で逃げていくのを見て、仲間たちも必死で追いかけていった。その姿が、見覚えのある緑色の蔓に絡みつかれて一人ずつ森の中に消えていく。

　あちこちで悲鳴が聞こえてきた。アデルバートが復活したということは魔族もみんなよみがえったのだろう。

「アデルバート……」

　傾いた馬車から降りて、よろよろと力の入らない足で歩いていくと、漆黒の竜はその大きさを縮め、桃音のよく知る魔王の姿に戻った。

「モネ。守ってやれなくて悪かった」

　アデルバートは桃音を力いっぱいかき抱いた。

「どうして謝るの……？　アデルバートには助けてもらってばかりよ」

　桃音はぎゅっと彼の背中に手を回して瞳に涙を浮かべた。

「よくここだってわかったのね」

「お前がどこにいても、すぐに見つけられる」

　その言葉に胸がきゅんと音を立てた気がした。

「俺にはモネが必要だ。元の世界に帰したくない。人間とはもう敵対しないと約束する。だから──」

　桃音は彼を見上げて、その唇に口づけた。

　アデルバートが驚いたように目を丸くする。

「好き。アデルバートのことが好きなの。勝手に城の外に出てごめんなさい」

　縋るように真っ直ぐに彼の瞳を見つめ、心に堰き止めていた想いを吐露した。

「お前は悪くない、モネ。これからも一緒にいたい。ずっとここにいろ」

　アデルバートはそう言って目元を赤くした。細めた深紅の瞳が潤む。

「うん。そばにいたい。アデルバートと離れたくない」

　桃音は泣き笑いのような顔になって、彼の胸に頬を寄せた。

「城に戻るぞ」

　桃音を抱き上げると、アデルバートはゆっくり歩き出した。

　森の中から、羞恥を含んだ無上の「アッ──！」という、自尊心を穢された悲鳴がいくつも上がっていた。

（少しくらいお仕置きされて帰りなさい）

　桃音は心の中で、べえと舌を出し、アデルバートの首にギュッと抱きついた。





　　　　　※






　城に戻ると、ファティマが号泣して二人の帰還を喜んでくれた。

　アデルバートが完全復活したことで、瀕死だったイグニスやルディ、他の魔族たちもすっかり回復したらしい。

「ようやく力を取り戻したが、この国を支配する計画は撤回する」

　玉座の前でアデルバートが静かに伝えたが、階の下で跪いていた部下たちの口から反対意見のある者は出なかった。

「いつかは人間たちを赦せる時が来るかもしれない。それがいつになるかわからないし、そんな時は訪れないかもしれない。だが敵対を続けていても、毎回相手をするのは面倒だ。そのことに時間を割くよりも、俺はモネと一緒にいる時間を何倍も大切にしたいと思った所存だ。極めて私的な方針であるゆえ、異論ある者は離反してもらってかまわない」

　続けてそう言うと、部下たちの間には穏やかな空気が流れた。

「陛下のご意向に沿います」

「俺も森が静かな方が好きです」

「アデルバート様のなさりたいことに、全面的に賛成です。モネがいてくれたら、もっと毎日が楽しいです」

　口々に肯定意見が述べられ、アデルバートがホッとしたように微笑を浮かべる。その横顔を惚れ惚れと見つめていた桃音は、ふいに視線がこちらに向いたのでドキッとする。

「モネ。改めて伝える。俺のつがいとなり、生涯を共にしてほしい」

　慈しみに満ちた優しい眼差しだった。

　アデルバートだけでなく、ファティマたちの微笑ましい視線が桃音に集中する。

「わ、私でよければ、喜んで」

　公開プロポーズに恥ずかしくなって、声が上ずった。

「モネしかいらない。お前の笑顔をずっと見ていたい」

　歯が浮きそうな台詞も、彼が紡ぐと真っ直ぐな愛の言葉に変わる。

「アデルバート……ありがとう。大好き」

　桃音の瞳がたちまち潤んだ。

　そうして、どちらからともなく唇が重なった。

　温もりを確かめ合うように、角度を変えて何度も口づける。それは、永遠にも似たこの上ない幸福な時間だった。




　それから数日が経ち、アデルバートはゼルトザーム国王へ互いの領地を脅かさないと誓いを立てに行った。

　魔王が攻めてきたと誤解した宮廷内は、蜂の巣をつついたような騒ぎになったが、そこに桃音の姿があったことで混乱は治まった。居合わせた七賢人の一人が、桃音のことをきちんと覚えていてくれたからだ。

「この国を支配しようと思ったが、計画は中止する。その代わり、貴様らも魔族を手にかけることがないように願いたい」

「なるほど。勇者殿のお力には敵わないと思われたのですかな。賢明な判断で──」

　国王は蒼白な顔をしていたが、臣下の手前、精一杯の虚勢を張ってアデルバートと対峙していた。

　だが、ぎらりと凍てつく視線に射貫かれて「ひぃっ、す、すみません……」と玉座の上で身を縮こませた。

「やはり、ここは聖女様のお力でしょう！　あなたはこの世界を平和にしてくださると信じておりましたよ！」

　手を揉みながら老賢者は目じりを下げた。

（まったく、調子がいいんだから）

　桃音は彼の態度に呆れ返って、閉口する。

「約束通り、元の世界に戻して差し上げましょうかな？」

「結構です」

　じとっと目を細めた桃音は、にべもなく答えた。

　元の世界が気にならないと言えば嘘になるけれど、すでに心から愛する人と共に生きていく覚悟を決めている。

「それより、あの勇者たちは戻っていないんですか？」

　桃音は首をかしげた。彼らが戻ってきているなら、何かしら話を聞いているかもしれないと思ったのだ。

「ああ、いや、勇者様がたは、つい先日戻られましたが、すぐに旅立たれました。新たな世界の扉を開いてしまったとか、悟りを開いたようなお顔をされて……きっと他国からもお声がかかったのでしょう」

　感心したように、老賢者は一人でうんうんと頷いている。

　それはないだろうなと思いつつも、深く追求するのはやめておこうと桃音は咳払いを一つした。

「あの、それではぜひお話したいことがあります。ずっと昔、この国が戦争に魔族を利用していたことをご存知でしたか？」

　桃音は毅然とした表情で、老賢者と国王を見つめた。

「戦場に魔族が現れて混乱を招いたとか……」

　魔王ではなく、桃音の迫力に気圧されて国王がたじたじと自信のない言葉を口にする。

「それ、まちがってるんです。歴史の本があるなら書き直してくださいね。もともと人間と魔族は仲良く暮らしていたんですって。その信頼関係を壊したのは人間の方だということです」

「モネ。話しても無駄だ」

　アデルバートが諦めを含んだ声色で、桃音の肩を掴む。

「だめ。こういうことはちゃんとしておかないと。徹底的に調べれば、そういう記述が見つかるかもしれないわ。あと、書類を取り交わしましょう。口約束はなんの証拠にもならないの」

　桃音は周囲の人々が呆気にとられている中、てきぱきとその場を仕切り、「不可侵条約」という書類を大事に胸に抱えて、アデルバートと共に魔王城に戻ってきた。

「これで……私が先にいなくなっても大丈夫だよね」

　書斎の引き出しに丸めた書簡をしまうと、ふっと肩の力を抜いて頬笑む。

「聞き捨てならないセリフだな」

　アデルバートに後ろから抱きしめられる。

「だって……私、人間だよ？　長生きできても、あと五、六十年……元気でいられるかどうか」

　桃音は彼の腕を抱きしめ返して寂しそうに俯いた。

「なんだ、そんなことか」

「そんなことって……」

　戸惑いながら、桃音は振り返ってアデルバートの精悍な面立ちを見上げる。

「桃音の体はすでに俺のものになっている。俺の寿命が果てない限り、お前の姿も命も今のまま変わらない」

「どういうこと？」

　頭の上にクエスチョンマークがいくつも浮かんだ。

「最初にここへ来た夜に、すでにつがいの契約印を体に刻んである。直接見ることはできないが、聖女なら気づいていると思った」

　そう言いながらアデルバートが桃音の下腹部を撫でる。長い指先が小さな丘に触れた。

「何、それ……」

　ドキドキしながら、もじっと太腿を擦り合わせる。

「わからないか？」

　耳元に低くて甘い声が滑り込んできた。

「それって、もしかして最初から……」

　つがいにするというのは、初めから本気だったのだ。

「契約印で俺たちは繋がっている。だが、お前の同意がなければ発動しない術だ」

「同意？　術？」

「お前が俺のつがいになりたいと望んだ時、正式に契約印は結ばれる。どこにいてもすぐにわかるし、離れていても魔力のやりとりが可能になる。だからあの時、少しだけお前の魔力をもらった。無理やりだったから少し体に負担だっただろう？」

　そういえば、アデルバートのつがいになりたいと叫んだ時、一時的に体が思うように動かせなくなった。あれはアデルバートに魔力を取られていたからだったのか。

「でも覚醒するのは、もっと魔力が必要だったんじゃないの？」

「モネを悲しませて、泣かせた。お前を助けたい、そう思ったのをきっかけに魔力が湧いてきた。もちろんモネの力がなかったら不可能だったことだ」

　優しく抱きしめながら、アデルバートは桃音の髪の毛にそっと口づけた。

「アデルバート……」

　ゆっくりと彼の方に向き直ると、迷いない深紅の瞳と視線がぶつかる。

「だから、言っただろう。一緒にいてくれと」

　宝石のように淀みのない色の瞳は揺るぐことがない。

「うん。ありがとう」

　嬉しくて涙が出そうになった。もう世界かアデルバートか、どちらかで悩まなくていいのだ。

　元の世界には帰れなくても、かけがえのないものを見つけたのだから。

「契約印がどこにあるのか、教えてやる」

「え──」

　返答する間もなく、ふわりと抱き上げられて、隣の寝室にある天蓋付きのベッドまで連れていかれた。

　仰向けに寝かされ、美しいかんばせに見下ろされると、ドキドキして何も言えなくなる。

　薄墨色の紗幕で覆われた空間は、二人だけの濃密な空間だ。

「色白で華奢なのに、触れると柔らかい」

　膝を立てた桃音のスカートの裾をまくりながら、その手が足首やふくらはぎを撫でる。するりと太腿まで露わにして、内腿を優しく撫でると、アデルバートはそこにキスを落とした。

「……っあ、はぁ……」

　ちゅ、ちゅときつく吸われ、小さな赤い花が咲くように印がつけられていく。痛みに似た強い痺れがじんじんと走り、口づけられる度に甘い吐息が漏れた。

「目で見えるところにも、たくさん印をつけてやる」

　そう言って、繰り返し白い肌をきつく吸い上げられる。

「あン……、やぁ、あ、あ……」

　痺れと共に甘美な愉悦が襲ってきて、ショーツにじわりと染みを作った。

　足のつけ根のぎりぎりまで舐められて、舌先が軽く柔らかな花弁に触れると、ひくっと蜜口が震えてさらに染みが広がっていく。

「もっと、かわいい声を聞かせてくれ」

　ふいにアデルバートが桃音の左足を肩に担ぎ上げ、大きく脚を開かせた。指先でショーツの上から蜜口を押し込まれると、じゅ、と蜜が滲んだ。上下に擦られるとぬるぬると指が動くのが桃音にもわかって、羞恥で耳まで真っ赤になる。

「もう、こんなに濡らしているのか」

「いや……っ、ちがうの、これは──」

　首を横に振りながらも、秘所を擦られる愉悦にまた新たな蜜が溢れてきた。

「アデルバートが、そういうこと、するから……っ」

「ほう。いやらしい体になったのは俺のせいだと？」

　咎められたというのに、むしろ彼は挑発的な笑みを浮かべ、瞳の奥に情欲の炎を燃え上がらせた。

　そろりとショーツの脇から長い指が滑り込み、濡れそぼった花弁を撫でられる。

「あぁん……っ、アデルバート以外に誰がいるのよ……」

　直に触れられる刺激に、びくっと腰が跳ねた。

「嬉しいことを言ってくれる。やはりモネは俺には欠かせない存在だな」

　足を担いだまま、アデルバートが桃音の秘所に顔を埋めた。ショーツをずらされると熱い吐息が淫らな花にかかって、ぞくぞくと甘い官能を刺激する。

「ひぁ……っ」

　ぬるりと蜜口を舐め上げられた。思わず背中を仰け反らせ、シーツをぎゅっと掴む。

　ぴちゃぴちゃと音を立てて舌先が躍り、全身がかあっと熱くなった。

「は──んぁっ、や、あぁっ……」

　しなやかな舌は器用に花芽を探り当て、ぷっくりと膨らんでいるそれを突いた。

「あっ、ひぁっ……」

　敏感な秘粒を舐め回され、蜜口からはとろとろと雫が溢れてきた。

　アデルバートがそれを丁寧に舌で掬い、唇で優しく食みながら花芽への愛撫を続ける。

「なんて甘さだ──」

　毎晩繰り返される行為なのに、それを重ねる度に愉悦は色濃くなっていくのが不思議でたまらない。

「はぁっ、あぁ、あ、ふぁ……っ」

　はちきれそうなくらい膨らんだ花芽を尖らせた舌先で弾かれたり、咥内でぬるぬると緩く舐められたり、時間をかけて高みに押し上げられていく。

　子宮がきゅんきゅんと疼いて、その切なく甘美な痺れに瞳に涙の膜が張った。

「アデルバート……、もう、イっちゃう……っ」

　腰が勝手に揺れ、疼きに耐えられなくてシーツをぐしゃぐしゃに掴む。

　ちゅうっときつく吸われた瞬間、桃音の意識は一気に天に舞った。

「あああぁ……っ」

　真っ白な波に攫われるように目の前が何も見えなくなって、びくびくと腰を震わせ蜜を噴き零す。力の抜けた左足が、彼の肩からぱたんとシーツに滑り落ちた。

「本当に感じやすくなったな」

　顔にかかった愛蜜を手で拭い、淫らに舐め取りながら、アデルバートは魔法で自分の服を消す。たちまち現れた引き締まった肉体美と股間にそそり勃つ熱の塊は、恍惚感に浸っていた桃音の官能をさらに刺激した。

　ショーツを脱がされると、とろりと涎のように愛蜜が溢れ出て、全身が熱くなる。身に着けているものをすべて脱がされ、濡れた睫毛をついと彼の方へ上げた。

　魔法を使えば一瞬で消せるものを、彼はこれまでも律儀に桃音の希望を聞いて脱がせてくれていたのだと思うと、愛おしさがこみ上げてきた。

「アデルバート」

　腕を伸ばして彼の名を呼び、その首に絡ませて自分から唇を重ねる。

「大好き」

「俺も──愛している」

　零れた愛の言葉を逃がさないように再び口づけが交わされた。互いを求め合うようにぴたりと吸いつき、舌を絡ませ、口腔の隅々まで舐め合う。

「ふぁ……あ……ぁ」

　髪の毛の中に手を差し込まれ、頭を引き寄せられるとさらに口づけが深くなった。貪るようなキスが繰り返され、息をするのもやっとだった。

「モネ。これからは、できる限り人間のいい所も見つけていく」

「アデルバート……」

　熱で蕩けた瞳を開ければ、真摯な眼差しと視線が絡む。

「だから、お前のことも、もっと教えてくれ」

　耳朶に吸いつかれ、首筋、鎖骨、胸元へとキスが落ちていく。その度に花弁が散らされていった。

「ひぁん……っ」

　ちゅっと乳嘴を吸われて、体の奥が戦慄いた。

「胸が感じやすいのはもう知っているが」

　二つの乳房を両手にそれぞれ収めて、やわやわと揉みしだきながらアデルバートは笑みを浮かべた。

「やっ……も、もう……あぁん」

　交互に乳嘴を口に含まれ、ぬるぬると舐め転がされると、ますます体の芯が熱くなっていく。

　胸も弄られるのは気持ちいいが、それよりももっと欲しいものがあった。さきほどからずっと内腿に擦れる圧倒的な熱の塊が秘所をかすめる度に、ぴくぴくと反応してしまって仕方がない。

「お願い……もう……きて……」

　そう言って見つめ上げれば、アデルバートのまとう空気が突然変わった。どろりとした熱情を含んだ瞳に、仄暗い火が灯ったように見えた。もちろんそうさせたのは桃音の蕩けるような甘い表情だったのだが、本人には自覚がない。

「望み通り、くれてやる」

　熱くて力強い欲望の切っ先が濡れほころんだ蜜口に押し当てられ、ぬぷりと入ってきた。まだ先端だけだというのに、待ち望んでいた質量に蜜壺が悦びで震える。

「は──相変わらず、いやらしく絡みついてくる」

　満足そうに嘆息しながら、さらに奥へと楔を打ち込んできた。怒張する血管の筋までわかるような気がして、桃音は短く息をしながら張りつめた欲望を咥え込んでいく。

「あぁ……熱い、中、アデルバートでいっぱい……」

　媚肉が求めていた形で満たされて、うっとりと甘い吐息が漏れた。

「欲しいのは、これだけじゃないだろう？」

　焦らすように短い抽送が繰り返される。どうやら桃音の口から言わないと、これ以上のことをしてくれないらしい。

「いじわる……」

　眉をきゅっと寄せて唇を小さく尖らせるが、彼は余裕のある笑みを浮かべるだけだ。

「……もっと、奥まで突いて……」

　恥ずかしくて顔から火が出そうだ。

「それで？」

　さらに、答えを求めるのかと桃音は半ば呆れた。

「もうっ、アデルバートにめちゃくちゃにされたいの！」

　真っ赤な顔で叫べば、ぐっと両膝の裏に手をかけられ、体を折り曲げられた。繋がっている部分が丸見えになり、桃音はごくりと唾を呑み込んだ。

「本当にモネはかわいくてたまらない」

　そう言ってアデルバートは、一度引いた熱杭をほぼ真上の角度から突き立てた。

「ああぁ……っ」

　最奥にどちゅんと先端がぶつかった瞬間に、背中が弓なりに仰け反り、全身がびくびくと震えた。

「これだけでまたイってしまったのか。だが、気持ちいいならもっと悦くしてやる」

　圧倒的な質量が蜜で潤った隘路を何度も刺激し、感じる部分をあますところなく擦り上げていく。

「ここにつがいの契約印が施されている」

　とん、とんと子宮の扉を叩かれると、言葉にできない甘い愉悦が腰の辺りから駆け上がってきて頭の芯までじんじんと痺れさせる。

　涙で濡れた視界が大きく揺れた。

「あっ、あぁっ……すごい、気持ちいい……っ」

「モネの中も、熱くうねって、悦い──」

　ずちゅっ、ずちゅっと繋がった部分から激しく愛蜜を零しながら、張りつめた剛直が抜き挿しされる。

「あぁっ、アデルバート……愛してる。大好き……っ」

　元の世界にはもう戻れなくていい。桃音のことを認めて、求めて、愛してくれる人がここにいるから。きっと世界中どこを探しても、これほど心の底から愛しいと思える人には会えない。

「愛しいモネ……もっと甘く淫らに啼いてくれ」

　一層激しく媚肉を熱く擦り上げ、最奥まで楔が打ち込まれる。

「ひぁ……っ、いい、気持ちいい……っ」

　最奥を穿たれる度に、ぱちぱちと星が煌めくような弾ける感覚があって、まともに息継ぎもできなくなった。力なく開いた唇の端から零れる唾液をアデルバートに舐め取られ、舌を絡められるともう頭の中は真っ白になる。

　必死に愉悦を拾い上げるように、気づけば自らも腰を振っていた。

「気持ちいいの……止まらない……っ」

　心が通じ合っているとわかっているから、アデルバートから送られる熱が嬉しくて、幸せで胸がいっぱいになる。

「俺も悦すぎて、おかしくなりそうだ……」

　額から幾筋も汗を垂らしながら、アデルバートがかすれた声で喘いだ。艶めく黒髪を乱しながら、余裕のない表情で一心に見つめてくる。

「あぁっ、はぁっ……アデルバート……っ」

　目を閉じると、いくつも絶頂の波が押し寄せてきて、瞼の裏はまるで満天の星空のようにちかちかと弾ける光が瞬いていた。

　どこまでが自分の体で、どこからがアデルバートの体なのかわからないくらい、ぐずぐずに蕩けて熱くなる。

「はっ、あっ……あぁ、私、もうっ……イく……！」

　切れ切れに喘いでいた桃音が切ない嬌声を上げて、びくびくと全身を震わせた。

「俺もイくぞ……っ」

　荒々しい吐息を詰めて、アデルバートが一際奥までぐりぐりと先端を押しつけ、昂った欲望を解き放った。広がる熱い飛沫の感覚に、絶頂を極めていた桃音の体が再び押し上げられる。

「ふぁっ……ああぁっっ……」

　うねる媚肉が貪欲に白濁を飲み込もうと攣縮を繰り返す。

　汗を零しながら、アデルバートがそこに残滓を一滴残らず放った。

　体重を落としてぎゅっと抱きしめられるが、桃音が苦しくならないように加減をしてくれているようだ。激しい鼓動が伝わるが、それがどちらのものかわからない。

　余韻と呼ぶには鮮烈な愉悦の波に蜜襞を震わせながら、桃音の目の端から感じ入った涙が零れる。

　労わるような優しい口づけがそこに落ちて、涙を吸い取られる。そうしているうちに、少しずつ鼓動は速度を落とし、呼吸も楽になってきた。

「人間と魔族の間にも……赤ちゃんって、できるの？」

　涙の粒を睫毛に乗せて、桃音は小さな声で尋ねた。

「種族がちがうから、できにくいとは言われているな」

「そう……なんだ」

　だから、これほど毎日中に白濁を出されても妊娠の兆候がないわけだ。帰りたいと思っていた頃の自分なら安心する情報だが、アデルバートの伴侶となるなら、それは少し残念だ。

「モネがそんなに俺の子を孕みたいと思っていたとは、知らなかったな」

　気落ちした様子が顔に出ていたのか、アデルバートはわずかに身を起こして桃音の頬を大きな掌で包んだ。

「だって……」

「できない、とは言っていない」

　再び桃音の目尻に溜まった涙を、今度は指で掬ったアデルバートは微笑する。

「桃音が望むものは、なんでも与えてやろう」

「どうやって……」

「簡単な話だ。たっぷりと子種を注いでやればいい」

　ひくんと媚肉が疼いた気がした。それに合わせて昂ぶりを取り戻す剛直の熱も感じる。

「それって、今までと変わらないんじゃ……」

「いやか？」

　見下ろしてくる瞳は優しい色をしているのに、そこに見え隠れする熱情を感じて、桃音は目元を赤く染めて小さく首を横に振った。

　惜しみない愛を一心に注いでくれる人に、ようやく巡り合えたのだ。これからもずっとそばにいて、幸せを二人で分かち合えるように。

「愛している、モネ」

　細い指にアデルバートのしなやかな指が絡み合い、きゅっと握り込まれる。

「私も、大好きよ」

　その手を握り返して、桃音は笑顔の花を咲かせた。

　最愛に満ちた夜は、甘く淫らに更けていく。

　満天の空に、一筋の流れ星が煌めいた。まるで二人の願いを叶えるように、長く尾を引いて──







番外編








「帰りたくないよ～。おばあちゃんとまだ遊ぶ～」

「もう、レオンったら！　わがまま言わないの」

「甘えん坊な所は小さい頃の桃音にそっくりだわ」

「お母さんっ」

　桃音は頬をぷくっと膨らませた。隣に座るアデルバートが横を向いて、ふっと笑っている。

「一晩くらい泊まっていったら？　またしばらく来れないんでしょ？」

　母は、膝の上にしがみついている三歳になる孫の黒い髪を撫でながら眉根を下げる。

「でも……」

　困り果てた桃音は、アデルバートに窺うような視線を向けた。

　頭に生えた角と漆黒の魔王服は、茶の間では完全に異彩を放っていたが、そのことに言及する者はここにはいない。

「俺は別にかまわないが」

　しれっと返事があって、桃音は目をぱちくりさせた。

「い、いいの？」

「やったあ！　今夜はおばあちゃんと寝る～」

　レオンはそう言ってパッと笑う。

　アデルバートの完全なる魔力があれば、元の世界にも戻れる──そう教えてもらったのは、彼の妻になって一年後のことだった。きっかけは『お母さんたちにもレオンの顔を見せてあげたかったなあ』という、桃音の独り言だった。

　桃音は一人っ子だったが、親は気を遣ってか結婚を急かすことはなかった。それでも親戚の赤ちゃんをあやしながら、『桃音もいつかはねえ……』と微笑んでいる光景を見て、親を安心させてあげたい──と思ったのだった。

　子供ができにくいというわりに、結婚後早々に妊娠、出産して桃音は少し騙されたような気になったが、アデルバートは『だから、できないとは言っていない』と、涼しい顔で答えただけだった。

『元の世界に帰りたいのか？』

『帰りたいというか、両親には元気でいることを伝えたかったなって……』

　そういうやりとりがあって、桃音はアデルバートと共に元の世界に戻ってきた。同じように時間の流れていた現代の世界では、桃音は仕事もなくなっていたし、マンションもすっかり引き払われていた。

　実家にいる両親の元へ会いに行くと、怒られたり泣かれたりしたが、それでも桃音が無事でいてくれたことを喜んでくれた。

　信じてもらえなくてもいいと思いながら、桃音は包み隠さず自身に起きたことを話すと、両親は『桃音は昔から嘘をつくような子じゃないから』と、事実を受け入れてくれたのだった。

『王様ってことは、あれ、玉の輿ってことか？』

『まさか桃音がそんな偉い人と結婚して、かわいい孫まで見せてくれるなんてねえ』

　朗らかに笑い、両親は感慨深そうに娘の幸せをかみしめてくれているようだった。

　しかしながら、時空を超えての移動魔法はかなりの魔力を消費するということで、簡単には行き来できない。それで今回も久々の里帰りとなったわけだ。

　レオンはすっかり母に懐き、風呂を済ませると、早速母たちの寝室に行ってしまった。

　寂しい気持ちもありつつ、久しぶりに自由な時間ができてホッとする。

「これは、モネの昔の姿か？」

　二階にある桃音の部屋は、今でも彼女が使っていたままで残されていた。ベッドの脇に布団を敷きながら、アデルバートの声に手を止める。

　机の脇にあるコルクボードに何枚も貼ってあるのは、学生時代の写真だ。アデルバートはそれを眺めている。

「そうよ。子供っぽいよね」

　セーラー服姿の桃音が、友人たちとアイスを食べながら笑い合っている写真だ。

「かわいいではないか。こんな形の服も見たことがない。お前がいつも見せてくれるデザイン画にはないな」

「だって、それ制服だもの。まだ、あるかな？」

　そう言って桃音はクローゼットを開けた。中にはもうほとんど着ていない服ばかりだ。両親はどんな気持ちでこれを取っておいてくれたのだろう。

　微笑して、その中からハンガーをはずす。

「これ。懐かしいな。セーラー服が着たくて、レベル高い学校だったけど猛勉強して入学したのよね」

「着ているところを見てみたい」

　真面目な顔でアデルバートが言うので、桃音はドキッとした。

「は、入るかな……」

「次、いつここへ来られるかわからないぞ」

　そう言われてしまうと、答えは決まったようなものだ。

　桃音はアデルバートに背を向けて服を脱ぐと、制服に袖を通した。

　バストとウエストはギリギリだが、なんとか入った。

「はは、スカート丈、こんなに短かったっけ？」

　すっかり膝が見えていて、少し恥ずかしい。若さというのは素晴らしいなと感動する。

「それじゃあ、アデルバートにもお願い！」

　くるりとスカートを翻して振り返った桃音は、にこっと歯を見せて笑った。

「なんだ？」

「これ。男子はこういう制服なの」

　写真の片隅に映っているブレザー姿を指さし、

「アデルバートなら見ただけで作れるでしょ？　この服着てみて」

　自分ばかりコスプレみたいな格好させられて恥ずかしかったので、仕返しのつもりで桃音はくすくすと笑う。

「こうか？」

　アデルバートは写真を見つめながら、自身の服に手を当てる。そこからじわりと境界線が歪んで、服のデザインが変わっていく。

　さすが魔族一の魔力をもつアデルバートである。本当に見ただけで制服を再現してしまった。

「わ、わあ……」

　桃音は彼の制服姿を見て、どぎまぎと視線をさまよわせた。

（こんなイケメンな同級生がいたら、学校生活ももっと楽しかっただろうな）

　確実にライバルは多そうで、桃音ならきっと陰から見つめることしかできなかったにちがいない。

「そうだ！　記念に写真撮っていこう。確か、まだ……」

　机の一番下の引き出しを開けて中を漁ると、目当てのものを見つけた。

「これで自撮りしよう……うん、まだフィルム残ってるし」

　桃音は、インスタントカメラのファインダーを自分の方に向ける。

「アデルバートの背が大きいから、座って撮ろう」

　二人で一緒にベッドに腰かけて、顔を寄せてシャッターを切る。すぐにフィルムが出てきて、それを手に取る。

「真っ白だが？」

「時間が経つとだんだん出てくるから、見てて。本当に懐かしいなあ。これ持っていろんなところに行ったっけ」

　桃音はカメラを撫でた。

「こちらの世界の方が楽しいか？」

　アデルバートがかすかに困ったような表情になる。

　なんとなく拗ねた口調がかわいくて、桃音はくすっと笑った。

「昔の話だってば。今はアデルバートのいる国の方が大切……あ、ちがう、アデルバートがいてくれる所なら、どこでも楽しい」

　顔をほころばせると、アデルバートに肩を抱き寄せられて口づけられた。

「……んっ」

　求められるままに唇を合わせていると、彼の手が服の上から柔らかな膨らみを撫でる。探るような指の動きに少しずつ力が入ってきて、桃音の口端から甘い吐息が漏れた。

「んん……ふぁ……っ」

　体の奥が疼き出してきて、桃音は慌てて彼から離れようとカメラとフィルムを枕元に置いた。

「なぜ、拒む？」

　アデルバートが不服そうに眉をひそめた。

「だって……下の部屋でレオンたちが寝てるのに……」

　声を聞かれちゃう、と桃音は顔を赤くした。

「結界を張る。中の音は外へ漏れないし、外の音も聞こえない」

　アデルバートが部屋のクリーム色の壁紙に掌を当てると、一瞬部屋全体が光のベールで覆われたように見えた。

「これで問題ないだろう？」

　にやりと笑ったアデルバートにベッドに押し倒される。

（学生時代にカレシがいたら、こんな感じだった？）

　初めて結ばれるわけでもないのに、ものすごく胸がドキドキしてきた。自分の部屋に男性を招いたことがなかったので、こんな感覚を抱いたことがなかったが、いけないことをしているみたいで気持ちが上ずる。

「本当に大丈夫なの？」

　今や片手で器用にブラジャーのホックをはずせるようになったアデルバートに、恐る恐る尋ねるが、「明日の朝にわかるだろう」とやや不安の残る答えしかくれない。

「ね……これ、脱がなくて、いいの……？」

　セーラー服の上の裾をまくり上げられ、ブラジャーをずらされると柔らかな乳房が揺れた。

「見たことのない服を着ているモネがかわいい。今日はこのまま抱く」

　そう言って自身はブレザーを脱ぎ、ネクタイの首元を緩めた。

　熱っぽい瞳で見下ろされ、艶のある声で囁かれると、心を縛られたみたいに抵抗できなくなる。

「ふぁ……あぁ……」

　やわらかく胸を捏ねられ、もう片方の乳嘴は、ぱくりと咥えられた。

　ぬるぬると舌先に絡め取られ、ぞくぞくと甘美な痺れが体を駆け巡り、下腹の奥に集約していく。アデルバートの長い髪が肌の上の揺れてくすぐったい。しかしそれさえも官能的で、桃音の蜜壺は小さく戦慄いた。

「もう熱くなっている」

　指先で薔薇の蕾のような乳嘴を摘まみながら、ぴくぴく震える桃音の様子に満足そうな笑みを浮かべる。

「あ……んん、だって……」

　本当に音が聞こえないようになっているのか不安で、声を上げるのを我慢している分、なぜか感覚が敏感になってしまうのだ。

　アデルバートはそれを知ってか知らずか、交互の乳嘴を同じように舐め上げ、濡れた頂を指先でぬるぬると扱いた。

　たぷんと下から大きく揺らされたり、二つの乳房をひとまとめに寄せて乳嘴を熱く舐めしゃぶられたり、愉悦が絶えず桃音の理性を溶かそうとしてくる。

「あ……はぁ……っん」

　たっぷりと吸われて赤く腫れ上がった乳嘴は、空気に触れただけでじんじんと甘く痺れた。

「胸だけで、内腿までびしょびしょだぞ」

　膝を立てられ、プリーツスカートが大きくまくれると白い太腿が覗いた。そこからするりとショーツだけ抜き取られる。隠すもののなくなった秘部が空気に触れて冷たい。見えなくても、濡れているのだと桃音にもわかった。

「すぐに指も咥え込んで」

　ぬぷぬぷと挿し込まれた指が、潤滑に蜜襞を割り開き、なめらかに隘路を擦り上げる。

「や……あぁ、あぁん……」

　長くしなやかな指先が二本に増やされ、刺激から解放されていた乳嘴をきつく吸われた。

　淫らな水音が部屋の中に響き渡り、愉悦を逃がそうともがく桃音の下でベッドが大きく軋む。

「もっと啼いていいのだぞ」

　そう言いながら、アデルバートはさらに指を増やした。それだけではなく、中で指を折り曲げ、ばらばらに蜜襞を擦り上げる。

「ひぁっ……！」

　指が弱い部分に当たって、思わず背中が弓なりに仰け反った。

「ここがいいのか？」

　熱を孕んだ瞳でアデルバートは濡れた唇を舐める。官能的な仕草にぞくりと肌が粟立った。

　執拗に蜜壺の弱い部分を責め立てられ、声を我慢するのは無理だった。

「あっ……はぁ……やだぁ……っ」

　子宮が切なく疼いて、桃音を絶頂に押し上げる。

　じゅぷじゅぷと音を当てて、蜜口から淫らな雫が溢れ、白い肌を濡らしていった。

　身をくねらせながら涙を浮かべて甘く啼く桃音を追い詰めるように、アデルバートは指を抜き差ししながら親指で花芽を剥き出し、くりくりと押し倒した。

「ひぁ……っ、いやっ……我慢できない……いいぃ……っ」

　びくびくと全身を震わせた桃音は、こらえきれずに愛蜜を噴いてしまう。いつもこの瞬間ははしたなくてみっともなくて恥ずかしいのに、高揚感で包まれて、次の瞬間には頭が真っ白になっていく。

　ぐちゅっと指が引き抜かれると、空虚になった蜜壺が戦慄いて、蜜口が物欲しそうにひくついた。

「まだ満足ではないだろう？」

　緩めたネクタイを床に投げ捨て、喉元を寛げたアデルバートは、ズボンを下ろして屹立を露わにした。その熱い塊が、桃音のほころんだ蜜口に押し当てられる。

　ぬちゅりと先端が隘路を押し拡げ、一気に最奥まで突き進んできた。

「あっ……あぁ……」

　みっしりと埋められた熱に甘い吐息が漏れる。

「モネの蕩ける視線は、いつもながら俺を煽ってくるな」

「煽ってなんか──ひゃぅ……っ」

　ずん、と子宮の扉を重くノックされて、甘い痺れに蜜壺が収縮した。

「もっと煽ってくれていいのだぞ」

　誘うような低い声で言って、アデルバートは抽送を繰り返した。絶大な熱杭が隘路を行き来し、何度も最奥を突き上げる。

「あぁっ、はぁっ──んあぁ……」

　甘怠い衝撃を受けて、腰が熱く蕩けてしまいそうだった。

　ぐちょぐちょに濡れた蜜壺を剛直で擦り上げられ、喉の奥からは嬌声しか出てこない。

「はぁ……ん、いい……っ」

　パン、パン、と肌がぶつかる音に混じって、空気を孕んだ水音が激しく響く。

　ぐりぐりと最奥を抉られ、甘い愉悦は頭の芯をどろりと蕩かせた。

「や……っ、気持ちいいの……っ」

　汗と涙でぐちゃぐちゃになった顔で、桃音は啼き続けた。

　二人の繋がり合った部分からとめどなく熱い雫が溢れ、着ているものまでびしょ濡れにしていく。

　高みに押し上げられていく桃音を、熱情で満たされた瞳で見つめていたアデルバートは、さらに抽送を速めた。

「アデルバート……む、胸も……触って……」

　全身を揺らされると、中途半端に外したブラジャーが膨れた乳嘴に擦れて、むずむずとじれったい刺激になっておかしくなりそうだ。

「……モネが自分で触っているところを見たい」

　根元までぐっと熱杭を押し込みながら、アデルバートは艶めかしい笑みを浮かべた。

「い、いじわる……っ」

　ひくっと桃音の目元が震えた。いつまでも、アデルバートの色気だだ漏れの表情には勝てない。

「自分でしたって……気持ちよくなんか……」

「その方が、俺は興奮する」

　忘れていたけど、やっぱり悪魔だ──と桃音は思ったが、もう少しで絶頂に手が届きそうなところでストップされるのはいやだった。

　おずおずと胸を触ってみる。始めはあまり感じなかったが、アデルバートが抽送を再開すると、その刺激も相まって、乳嘴を摘まむとじんじんと甘く痺れてきた。

「あぁ……っアデルバート……っ」

　二本の指でそれぞれの乳嘴を扱きながら、残りの指で全体を擦る。

「は──想像以上にかわいすぎて、やばいな」

　額から汗を零しながら、機嫌よさそうに口端を上げたアデルバートは、限界まで張りつめた剛直でがつがつと最奥を穿った。

「あんん……っ、もう……っ」

　全身が熱く燃え上がるようだった。自ら胸を弄り気持ちよくなっている痴態を晒しながらも、感じるままに愉悦を拾い上げていく。

「腰も動いているぞ。淫らで、かわいい。本当に最高の妻だ」

　甘い低音の声が降ってくる。恥ずかしいのに、次々に押し寄せてくる絶頂の波を躱すことはできなかった。

「あ、あっ……イく……っ、ああぁぁ……っ！」

　ひどく息を乱しながら、桃音は背中を弓なりに仰け反らせ硬直させた。びゅ、と結合部から愛蜜が溢れる。

　真っ白な陶酔した世界に攫われて、視点が定まってくると、罪深い美しさで構成された夫の顔が嬉しそうに目を細めていた。

「たまには、こちらの世界で子作りするのも悪くない」

　ひくひくと震えている蜜襞に、さらに抽送で愉悦を送り、桃音を再び絶頂に押し上げたアデルバートは最奥に熱い白濁を放った。

　返事もできずに、涙の膜の張った瞳で彼を見つめ上げる。

「これなら二人目も、すぐにできそうだな」

　背中に腕が回されて、ぎゅっと抱きしめられる。

　それだけは同感──

　くらくらと甘いめまいに酔いしれながら、桃音は彼を抱きしめ返した。目を閉じて彼の匂いをいっぱいに吸い込む。

　子だくさんで子煩悩な魔王が、魔族からも人間からも慕われる未来が、瞼の裏に視えたような気がした。
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　みなさま、はじめまして。宮みや永ながレンと申します。

　このたびは、こちらの作品をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　今回は以前から頭の中に構想があった「魔王と聖女」という対極の立場にある二人のお話を書かせていただきました。

　今作のヒロインは明るくてきぱきと仕事をこなし、見た目もかわいく男性からも告白される恵まれた立場……と思いきや、恋愛になると急に優柔不断になって恋人をしらけさせてしまい、キスにさえ発展しない、という悩みをもった女性です。

　ある意味男運のなかったヒロインですが、なんの前触れもなく異世界に聖女として召喚されてしまいます。

　そこで出会うのが魔王、今作のヒーローです。クールでカリスマ性のある彼は、魔族の頂点に立ち、仲間の誰でも平等に扱いますが、自身は孤独な立場にあります。

　彼によって性癖を暴かれてしまったヒロインは、元の世界に帰るために聖女としての役目を懸命にこなそうとしますが、ヒロインを気に入ったヒーローに溺愛され、身も心もぐらぐらと揺れ動きます。

　今作の見どころはその葛藤と、ヒロインの出した答えですね。

　また官能シーンも甘々で濃厚なものになるように、場所や服装、プレイなど、ぎゅぎゅっと性癖を詰め込ませていただきましたので、そちらも楽しんで読んでいただけたら嬉しいです。




　最後に謝辞を。

　ご担当編集さまには大変お世話になりました。作品を書き終わる頃には毎回「この話面白いのかな病」にかかってしまうのですが、担当さまの温かいお言葉に励まされたり、ご指導いただいたりと、丁寧に携わっていただき、本当に助かりました。

　それから表紙イラストをお引き受けくださった、園その見み亜あ季き先生にも感謝いたします。




　そして今作にお付き合いくださった読者さま、本当に本っ当に、ありがとうございました。お読みいただき、少しでもハッピーな気分になれましたら幸いです。

　それではまた、どこかでお会いできることを祈っております。






宮永レン
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